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令日本登山体育大会開催地」覧表

同 数 年 度 期 口 開 催 地 主 管

第 １ 回 昭 和 ３１ 年 １！／２２－２５ 大 峯 山 ・ 大 台 ヶ 原 関 西 地 区

第 ２回 昭和３３ 年 ３／２０－２４ 十 勝岳 連 峰 北海 道

第 ３回 昭和 ３４ 年 ３／ 卜 ３ 木 曽御 嶽 山 東海 地 区
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第 ６ 回 昭 和 ３７ 年 ２／１０－１４ 大 雪１い系 ・ 二 ペ ソ ツ ・ ウ ペ ベ サ ン ケ 北 海 道

第 ７ 回 昭和 ３８ 年 ７／２０－２３ 魚 沼 三山 新 潟 県
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第９ 回 昭 和４０年 ２／／３ １６ 但 罵山 地 丘 庫 県

第 １０［口１ 昭 和 ４１ 年 ６／４－７ 白 山 石 川 県

第ユ１同 昭和４２ 年 ８／８－１２ 知床 北海 道

第 １２ 回 昭和 ４３ 年 ４／２７－５／２ 屋 久島 鹿 児 島 県

第 １３ 回 昭 和 ４６ 年 ８／１一 秋 出 駒 ・ 白 岩 山 ・ 和 賀 岳 ・ 薬 師 岳 秋日日県

第 １５Ｌ口」 昭和 ４９ 年 ４／１ 大崩 山 宮 崎県
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大 分 県
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第 ２３ 回 昭和 ５９ 年 ９／２２－２４ 石 鎚山 高知 県

第 ２４ｒｉ１ 昭 和 ６０ 年 ７／２６－２８ 早 池 峰 山 ・ 薬 師 居 岩 手 県

第 ２５ 回 昭 和 ６１ 年 ９／５７一 ニ セ コ 連 峰 ・ 羊 蹄 山 北 海 道

第 ２６ 回

第 ２７ 回

第 ２８ 回

昭 和 ６２ 年

日召和 ６３ 年

平 成 元 年

９／２１－２３

９／！７－１９

１０／８－９

丹 沢

飯 豊 山

宮 鳥 ・二三倉 岳

神 奈 川 県

山 形 県

広 島 県

第 ２９［口１ 平 成 ２ 年 ６／１－３ 双 六 岳 ・ 笠 ヶ 岳 ・ 槍 ヶ 岳 ・ 穂 高 連 峰 岐 阜 県

第 ３０ 同

第 ３１ 回

平 成 ３ 年

平 成 ４ 年

７／５－７

１０／３０－１１／２

北 岳

熊 野 古 道 ・■い辺 路

山 梨 県

和 歌 山 県

第 ３２ 凹 平 成 ５ 年 １１／１３－１５ 国 見 岳 ・ 鳥 帽 子 旺 ・ 白 鳥 岳 熊 本 県

第 ３３ 回 平 成 ６ 年 ９／２３－２５ 立 山 ・ 大 日 岳 ・ 剣 岳 富 山 県

第 ３４ 回

第 ３５ 回

平 成７ 年

平 成８ 年

１１／３－５

９／１４－１６

小 ｕ 島・ 寒霞 渓

鳥海 山

香川 県

秋 田県

第 ３６ 回 平 成９ 年 ！１／１－３ 蒜山 山群 岡 山 県

第 ３７ 回 平 成 ！０ 年 ７／１０－１２ 大 雪■１１系 北 海 道

第３８ 回 平 成１１年 １０／１５－１７ 御在 所 居 東海 地区

第３９ 回 平 成 １２年 ９／１５－１７ 谷川 連 峰 群馬 県

第４０回 平成 ユ３年 ８／２ ト ２６ 伊吹 山 滋賀 県

第 ４１ 回 平 成 １４ 年 ８／２３－２５ く じ ゅ う 連 山 ・ 祖 母 山 大 分 県

第 ４２ 回 平 成 １５ 年 ８／２２－２４ 白 馬 岳 ・ 唐 松 岳 ・ 栂 池 他 長 野 県

第 ４３ 同 平 成 １６ 年 ｌｌ／２０－２２ 奥 多 摩 東 京 都

第 ４４ 回 平 成 １７ 年 ８／２６－２８ 石 鎚 山 系 愛 媛 県

第 ４５ 回 平 成 １８ 年 １０／１３－１５ 吾 妻 山 系 ・ 安 達 太 良 山 系 ・ 磐 梯 山 系 福 島 県

第 ４６ 回 平成 １９ 年 １Ｏ／１９－２１ 秋 吉台 国 定公園 山１■県

第 ４７ 回 平 成 ２０ 年 ７／１１－１３ 十 勝 岳 連 峰 ・ 旭 冊 ・ 芦 別 肝 北 海 道



こ 挨 拶

第４７回全日本登山体育大会に寄せて

（杜）日本山岳協会 会長 田 中 文 男

「来 年 は 北 海 道 で す ね」 「ま た お 会 い しま しょ う」 そ う 言っ て、 多く の 山 仲 間 が 第 ４６ 回
全 日 本

登 山 体 育 大 会 の 開 催 地 山 口 県 に 別 れ を 告 げま した。

あ れ か らも う １ 年。 早く も 第 ４７ 回 全 日 本 登 山 体 育 大会 の 開 催 の
時期 と な り ま した、 主 管 し

て 下 さ る の は 北 海 道 山 岳 連 盟 の 方 々。 過 去 何 回 も 大会 を開 催 し て 下 さっ て い る の で 準 備
と 運 営

に は 全く 問 題 が あ り ま せ ん。 ま さ に
全 国 の 皆 さ んが 「悠 久 の 大 地 え ぞ 地 に 集 う」 の を 待 つ だ

け と な り ま し た。

さ て、 い つ も
申 し上 げて い る こ と です が、 目 本 山 岳 協 会 が 主 催 す る 全 日 登 山 体 育 大 会 は

全 国

か ら多 く の 山 仲 間 が 集 い、 共 に 語り、
共 に登 る 大会 と して長 い 歴 史 を 持 っ て お り ま す。

主 管 して 下さ る 地 元 山 岳 連 盟、 協会 の 方針 に よっ て 時 に は 氷 雪 の 技 術 や 岩 登 り
の 技 術 を 必 要

と す る コ ー ス を 設 ける 事 も あり ま すが、 今 回 の 大 会 の 特 徴 は どの コ
ー ス も 北 海 道 特 有 の 空 の 蒼

さ を 見 つ め、 残 雪 の
真 白 さ にふ れ、

更 に 色と り どり の 花 の 香 に 酔 え る と い う 事 で す。

本 格 的 な 夏 の 訪 れ に は少 々 早い か も し れま せ ん が、 本
州 と は 異 っ た 山 の 世 界 が 十 分 に 楽 しめ

ま す。

ご承 知 の よ う に 単独 で はち ょ っ と 登 り にく い のが 北 海道 の 山々、 そ れ を 今 回 は 大 勢 の
方々 と

一 緒 に 登 っ て 頂 け る よ う に １ ０ コ ー ス が 用 意 され て おり ま す。

どの コ ー ス も そ れ ぞれ 特 徴 が あり、 期 待 を 裏切 ら
な い も の と 確 信 して お り ま す。 どう か 納 得

が い く ま で山 を楽 しみ、 白 然 に親 し ん でく
だ さ い。

終 わり に な り ま した が 本 大 会 の た め、 北 海
道 を は じめ 旭川 市、

富 良 野 市、 美 瑛 町、 上富 良野

町、 東 川 町 そ して 主
管 の 北海 道 山 岳 連 盟 な ど、 多く の 方々 の

ご協 力 と ご支 援 を 頂 き ま した。

厚 く お 礼申 し 上 げま す。
あり が と う ご ざい ま した。



歓迎のこと ば

北海道山岳連盟会長 鎌 田 耕 治

全 国 か ら沢 山 の 山仲 問 をお 迎 え して 第 ４ ７ 回 全 日 本 登 山 体 育 大 会 を 盛 大 に開 催 でき ま す こ と

を、 大 変 う れ しく 存 じま す． 北海 道 大 会 に 参加 の 皆 様 を、
主 管 す る 北 海 道 山 岳 連 盟 」 同 心 より

歓 迎 申 し 上 げま す
。

北 海 道 の 中 央部、 美
瑛 の 丘 が 爽 や か に か が やく 季 節、 ラ

ベ ン ダー と 色 鮮 や か な縞 模 様 の 花 畑

の 丘 陵 の 向 こ う に 大 雪 山 連 峰 と 十 勝 岳 連 峰 が 連 な る 自 然 いっ ぱ い の 大 地、 こ の
北 海 道 に 皆 様 を

お 迎 え す る 日 を お 待 ち して お り ま した。

爆 裂 火 口 か ら 噴 煙 を あ げる ト勝 岳 を 中 心 に美 瑛 岳、
カ ミ ホ ロカ メ ッ トク 山 の 連 峰 と 富 良 野 岳

か ら 原 始 が 原 湿 原 へ の 縦 走 コ ー ス、 北 海 道 最 高
峰 の 旭 岳 と そ の 裾周 辺 の 高 山 植 物 の 群 落、

そ し

て 夕 張 山 脈 の 岩 峰 芦 別 岳な ど、 自 然そ のま ま の １ ０ コ
ー ス の 登 山 は そ れ ぞ れ に ご満 足 い た だ け

る も の と 確 信 して お り ま す、

北 海 道 山岳 連 盟 」 同 は、大 会 参
加 の 皆 様 を 温 かく 歓 迎 しよ う、意 義

ある 交流 の 場 に し た い と、

ス タ ッ フ の 研 修 や 準備 に 準 備 を 重 ね、
企 画 を 練 っ て 今 日 を迎 えま し た。

大会 の 宿 舎 も、
国 立 大 雪 青 少 年 交 流 の 家 「ゆ一 す ぴ あ 大 雪」 の 全 面 的 な ご好 意 を い た だ い て

の利 用 で す が、 研 修 施 設 で あ り い ろ い ろと 制 約 も
あ りま す、 皆 様 に は 少々 不

便 を お か け す る か

も 知 れ ま せ ん が、 こ れ も 登■
」」行 動 の 一 環 と して、 登 山 と い う も の

の 原 点 に 立 ち 返 る い い 機 会 で

あ り 環 境 かと も思 い ま す。

折 しも、 こ の 大 会 前 日 ま で 北 海
道 洞 爺湖 サ ミ ッ トが 開 催 さ れ、 地

球 規 模 の 環 境 問題 が 大 き な

議 題 と して 討 議 さ れて い ま す。
私 た ち 岳 人 の 自 然 保 護 運 動 も 幅 広 い視 点 か ら の 活動 と 実 践 が 求

め られ る の で は な い で しょ う か。 こ の 全 日 大 会 が 岳 人 仲 間 の
熱 い 友情 と 交 流 の 場 と して、 さ ら

に日 本 山 岳 協会 の 発 展性 あ る 年 次 大 会 と な る よ う 願 っ て や みま せ ん。

こ の 大 会 の 開 催 に あ た り ま して、
北 海 道 を は じ め 旭川 市、 美 瑛 町 ほ か 沢 山

の 関 係 機 関、 関 係

各位 の 温 か い ご支 援 と ご協 力 を い た だ き ま した こ と に、心 か ら 厚く お 礼
申 し上 げま す と と も に、

大 会 参加 の 皆 様 が どう ぞ 安 全 無 事 に に 登 山 でき ま す よ う お 祈 り して、
歓 迎 の 挨 拶 と い た しま す。



祝 辞

北海道知事 高 橋 は る み

緑 さ わ や か な 季 節 を 迎 え
、
第 ４７ 回 全 日 本 登 山 体 育大 会 が 盛 大 に 開催 され ま す こ と を お 祝 い

申 し上 げ ま す と と も に
、
全 国 各 地 か ら 参 加 さ れ た 皆 様 の ご来 道 を、 心 か ら歓 迎 い た しま す。

北 海 道 は、 豊 か な 白 然 に 恵 ま れ た ア ウ ト ドア 活 動 に 適 した 地 域 で あり、
白 然と のふ れ あ い を

求 め る 意 識 の 高 ま り の 中 で、 多く の 人々 が 登 山 に 親 しん で い ま す。

特 に、
大自 然そ の も の で あ る 広 大 な 北 海 道 の 山 々 は、 美 しい 景 観 と 動 植 物 の 宝 庫 と な っ て お

り、 ま た、 火 山 活動 が 造形 し た バリ エ ー シ ョ ン に 富 ん だ 山 容 や、 山 麓 に 点 在 す る 野 趣 あ ふ れ る

温 泉 等 の 魅 力 に も あふ れ て いま す。

こ の 度
、
「悠 久 の 大 地 え ぞ 地 に 集 う」 と いう テ ー マ の 下、 歴 史 あ る 本 大 会 が 開 催 さ れ、 大 会

を 通 して、 緑
豊 か な 山々 が 連 な る 北 海 道 の 自 然 の 魅 力 を 全 国 に向 け て発 信 でき ま す こ と を、

大

変 嬉 しく 思 いま す。

参 加 者 の皆 様 に は、 雄 大 な 大 自 然 の 風 景 を 楽 しみ な が ら、 登 山 技 術 の 向 上 を 図 られ ま す と と

も に、 全 国 各 地 の 仲 間 や 地 域 の 皆 さ ん と 大 い に 親 睦 を 深 め ら れ、 思 い 出 に 残 る 素 晴 ら しい 大 会

に して い た だ き た い と 思 い ま す。

ま た
、 本 大 会 は 白 然 保 護 と 地 球 温 暖 化 に っ い て 検 証 しな が ら、 美 し い 日 本 の 自 然 を 守り 続 け

る こ と も 目 的 の 一 つ と 伺 っ て い ま す。

大 会 直 前 に本 道 で 開催 され た 「北 海道 洞爺 湖 サ ミ ッ ト」 で は、 地 球 環 境 問 題 を 主 要 な テ ー マ

に、 世界 の 未 来 に向 けた 真 撃 な議 論 が 行 われ た と こ ろ で あ り、
本 大 会 に 参 加 さ れ た 岳 人 の 皆 様

に お かれ ま して も、 登 山 を 通 じ、 美 し い自 然 の 未 来 へ の継 承 に 取り 組ま れ ま す こ と を、 ご期 待

申 し 上 げ ま す、

終 わ り に、 本 大 会 の 開 催 に ご尽 力 さ れ た 仕 団 法 人 日 本 山 岳 協 会 と 北 海 道 山 岳連 盟 の 皆 様 に

深く 敬意 を 表 し ま す と と も に、 本 大 会 の ご成 功 と 出 場 さ れ る 皆 様 の ご健 闘 を 心 よ り お 祈 り 申 し

上 げ
、 歓 迎 の

ご あ い さ つ と し ま す。



歓迎のこと ば

ようこそ ｒ丘 のまち びえ い」 へ

美瑛町長 浜 田 哲

こ の た び、
第 ４ ７ 回 全 日 本 登 山 体 育 大 会 北 海 道 大 会 が、 大 雪 山 国

立 公 園 十 勝 岳 連 峰 を 中 心 に

開 催 さ れ、
全 国 各 地 か ら 山 を 愛 す る 多 く の 皆 様 を お 迎 え し、 盛 大 に 開 催 さ れま す こ と を お 喜 び

申 し上 げ ま す と と も に、 町 民 を 代 表 しま して
心 か ら ご歓 迎 を 申 し上 げ ま す。

美 瑛 町 は、 北 海 道 の ほ ぼ中 央 に 位 置 し、 近年 は
「丘 のま ち」 と して 基 幹 産 業 で あ る 農 業 が 織

り な す 景 観 が 脚 光 を あ び て、 国 内 外 か ら 多く の 観 光 客 を お 迎 え して お り ま す。 あ わ せ て、 白 然

と 人 間 の 営 み が 長 い 年月 を か けて つ く り あ げ た、 美 しい 日 本 の 農 山 村 の 景 観 や 文 化 を 守 り、
慈

しみ、 楽 しみ な
が ら、 しっ かり 未

来 に 継 承 して いく た め に、
「日 本 で最 も美 し い 村」 連 合 を 全 国

の １ ０ 町 村 １ 地 域 で結 成 し、
自 ら の 地 域 を 愛 す る 住 民 の 皆 様 と と も に、 活 動 を す す め て い る と

こ ろ で あ り ま す。

連 峰 の 主 峰十 勝 岳 は、 四 季 折々 に 雄 大 な 美 しさ を 見 せ てく れ
ま す が、 今 も 噴 煙 を 上 げる 活 火

山 で あり、 昭和 ６ ３
年 か ら 平 成 元 年 に か け て 小 噴 火 を 繰 り 返 した こ と は、 皆 様 の 記 憶 に残 っ て

い る こ と と 存 じま す。 こ の
よ う に、

噴 火 災 害 に 備 え な け れ ぱな らな い 一 方 で、
美 瑛 自 金 温 泉 や

泥 流 跡 の し ら か ば 街道、 望 岳 台 な どの 景 勝 地 は 訪 れ る 人 々 に 癒 し
を与 え、 山 麓 の原 生 林 に 生 息

す る 野 生動 物 に は、 豊 か な 自 然 の 恵 み を 与 え て く れ て い
ま す。

ま た、 今 回、 宿 舎 と して利 用 して い た だく 国
立大 雪青 少 年 交流 の 家 は、

十 勝 岳 の ふ と こ ろ に

抱 か れ た 天 然 温 泉 を 有 す る 研 修 施 設 で あり、 大会 期 間 を通 じ て 北 海道 の 大 自 然 に 直 に 触 れ
な が

ら、 交 流 を 深 め て い
た だ け る も の と 思 っ て お り ま す。

終 わ り に、 本
大 会 の 開 催 に あ た り、

ご尽 力 さ れま した 役員、 関係 者 の 皆 様 に 厚く お 礼 を 申 し

上 げ ま す と と も に、 本
大 会 が 皆 様 の 心 に残 る 大 会 と なり ま す よ う ご祈 念 申 し上 げ、 歓 迎 の こ と

は と い た し ま す。



歓 迎 の こ と ば

旭川市長 西 川 将 人

一 年 を 通 じ て 最 も 爽 や か で 青 空 が 高く 澄 み 渡 る、 こ
の 季 節 に 「第４ ７ 回 全 日 本 登 山 体 育 大 会」

が 多く の 参加 者 の も と 盛 大 に 開 催 さ れ ま す こ と に お 喜 び 申 し上 げま す と と もに、 全 国各 地 か ら

お 越 しい た だき ま した 皆 様 を 心 か ら 歓 迎 申 し上 け ま す。

本 大 会 の コ ース は、 十 勝 岳 連 峰 を 中 心 に 国 内 最 大 の 大 雪 山 国 立 公 園 内 に １ ０ コ ー ス を御 用 意

さ れ て い る と の こ と で あ り ま す が、
御 承矢口の と お り、 当 公 園 は、 人 の 手 が 入 っ て い な い 豊 か な

大自 然が 四 季 折々 で表 情 を 変 え、 夏 の 登 山 を は じめ、 秋 は 紅 葉、 冬 は ス キ ー と 年 固 を 通 じて、

私 た ち を 楽 しま せ て く れ て おり ま す。

本 市 に と り ま し て も、
市 内 に 大 小 １ ３ ０ 本 以 上 の 川 が 貫 流 し て お り ま す が、 そ の 多 く は、 こ

の 十 勝 岳連 峰 な ど大 雪の 山 々 を源 流と し、 こ の 豊 富 な水 資 源 が、 緑 豊 か な 都 市 景 観 の 形 成、 さ

ら に は 良 質 な 農 作 物 の 育 成 にと り ま して 大 き な 役割 を果 た して おり、 そ の 恩 恵 を 大 い に 受 け て

い る と こ ろ で あ り ま す。

さ て、 本 大会 は、
「悠 久 の大 地 え ぞ 地 に 集 う」 と 題 し、

全 国 の 岳 人 が 集 い、 雄 大 な 北海 道 の

白 然 に ふ れ な が ら、 登 山 技 術 の 向 上 と 親 睦 を 図 り、 ま た 白 然 保 護 と 地 球 温 暖 化 に っ いて も 検 証

し な が ら、 美 しい 我 が 国 の 自 然 を 守 り 続 け る こ と を 目 的 と さ れ て い る と 伺 っ て お り ま す。

こ の 度、 ４ ５０ 名 も の 方々 が 参加 さ れ る と の こ と で あ り ま す が、 当 日 は 天 侯 に 恵 ま れ、
大 雪

の 山 々 の 中
、
爽 や か な汗 を流 さ れ ま すと と も に、 山 を愛 す る 皆 様 の 互 い の 親 睦 が 一層 深 め ら れ

る 有 意 義 な 大 会 と な り ま す よ う 祈 念 申 し 上 げま す。

ま た、 是 非 こ の 機 会 に 旭 山 動 物 園 に も お 越 しい た だき た い と 存 じま す。

本 動 物 園 は、 行 動 展 示 を い ち 早く 取 り 入 れ、 他 の 動 物 園 で は見 られ な い動 物 の 生き 生き と し

た 姿 を 身 近 に 見 ら れ る と い う こ と で、
」 躍 観 光 面 で 脚 光 を 浴 びて お り ま す が

、
」 方 で、 職 員

が

「命 を 伝 え る」 こ と を 使 命 と して、 命 の 大 切 さ や 環 境 破 壊 が 生 態 系 に どう 影 響 す る の かと いう

こ と につ き ま し て も 様々 な 取 り 組 み を 行 い、
全 国 に 発 信 して い る と こ ろ で あ り ま す。 皆 様 方

に も動 物 園 を楽 しん で い た だき た い と 同 時 に、 そ う した 園 の 思 い も 感 じ取 っ て い た だ け れ ば幸

い に 存 じ ま す。

結 びに、 本 大 会 の 御 成 功 並 び に 大会 開 催 に御 尽カ い た だき ま した 杜 団 法 人 日 本 山 岳 協 会、 北

海 道 山 岳 連 盟 の 限り な い 御 発 展 と 皆 様 方 の御 健 勝、 御 活 躍 を 心 か ら 祈 念 申 し上 げ、 歓 迎 の ごあ

い さ っ と い た しま す。



「へそと ワイ ンとスキーのまち」 富 良野市へよ うこそ

富良野市長 能 登 芳 昭

第 ４７ 回 全 日 本 登 山 体 育 大 会 北 海 道 大 会 が、北 海 道 の 屋 根 と 言 わ れ ま す 十 勝 岳 を 中 心 に 全 国

各 地 か ら 大 勢 の 登 山 愛 好 者 の 皆 さ ま をお 迎 え し、 開催 さ れ ま す こ と を 心 よ り お 喜 び 申 し上 げま

す と と も に、 市 民 を 代 表 して 歓 迎 す る も の で あり ま す。

富 良 野 市 は 北 海 道 の 中 央 部、 西 にタ 張 山系 芦 別 岳、 東 に 十 勝 岳 連 峰 に 囲 ま れ、 清 流 空 知 川

が も た ら す 肥 沃 な 大 地 に は、 稲 作を は じ めさ ま ざま な農 産 物 が 生 産 さ れ る
一 方 で、 北 海 道 を 代

表 す る 丘 陵 景 観 か ら多く の 観 光 客 が 訪 れ る な ど、 農 業 と 観 光 を 基 幹 産 業 と した 田 園 都 市 が 形 成

さ れ て お り ま す
。

ま た 本 市 で は、
ごみ 資 源 化 率 ９０％ を 達成 して おり 「環 境 に や さ しい ま ち」 と して 全 国 で も

高 い 評 価 を 得 て い る と こ ろ で あり、 本 大 会 にお い て は、
白 然 保 護 の 観 点 か ら オ ー バ ー ユ ー ス を

考 慮 さ れ、１０ 本 の 登 山 コ
ー ス に分 散 して 大 会 を 実 施 さ れ て い る こ と に 敬 意 を 表 す る も の であ り

ま す。

北 海 道 の 大 白 然 を満 喫 して 頂 く こ と は勿 論 で あ り ま す が、 こ の 機 会 に
白 然 環 境 の 保 護 ・ 保

全 に つ き ま して も感 心 を 深 め て頂 き た い と 期 待 す る も の で あ り ま す。

富 良 野 地 方 は 本格 的 な夏 の 観 光 シ ー ズン に 入 り、 ラ
ベ ン ダー を は じめ と す る 様 々 な花 が 皆

さ ま をお 迎 えす る と こ ろ で あ り、 登 山 大 会 で 心 地 よ い 汗 を 流
さ れ た 後 は、 テ レ ビ ドラ マ

「北 の

国 か ら」・「優 し い 時 間」 な ど の ロ ケ 地 を 散 策 さ れ、
「ふ ら の ワ イ ン」・「ふ ら の チ ー ズ」 な ど の 農

産 加 工品 やメ ロ ン ・ スイ カ な どの 夏 の 味 覚 を 堪 能 さ れ、 北 海 道 ・ 富 良 野の 夏 を
満 喫 し て 頂き た

い と 思 い ま す。

最 後 に今 大 会 の 開 催 に あ た り ご尽 力 を さ れ ま した 北 海 道 山 岳連 盟 を は じ めと す る 関係 者 の 皆

様 に 対 しま して 敬 意 を 表 しま す と と も に、
本 大 会 の 成 功 に ご参 加 頂 き ま した 皆 様 の ご健 勝 で の

ご 活 躍 を 祈 念 申 し上 げ 歓 迎 の 挨 拶 と い た しま す。



歓 迎 の こ と ば

上富良野町長 尾 岸 孝 雄

第 ４７ 回 全 日 木 登 山 体 育 大 会 が 大 雪■口国 立 公 園 十 勝 岳 連 峰 「ラ ベ ン ダー 発 祥 の 地」 上 富 良野

町 に お い て、 全 国 各 地 か ら山 を愛 す る 多く の 山 仲 問 を お 迎 え し、 盛 大 に 開 催 さ れ ま す こ と を 心

か ら お 慶 び 申 し上 げま す と と も に、 町 民
を代 表 い た しま して 歓 迎 申 し．

上げ ま す。

十 勝 岳連 峰 は 幾 度 の 火 山 活 動 を経 て 約 ５ 万年 前 頃 か ら 現在 の十 勝 岳連 峰 が 形 成 さ れ、
安 政 ５

年 に 幕 府 の 命 を 受 け た 松 浦 武 四 郎 が アイ ヌ の 人 た ち の協 力 を 得 て一１」勝 岳 連 峰 を 調 査 しま した。

上 富 良 野 町 は 明 治 ３０ 年 に 開 拓 以 来、 農 業 を 中 心 に発 展 してき て お り、 わ が 国 で 初 め て、 農 作

物 と し て ラ ベ ン ダ ー 耕 作 を 昭 和 ２３ 年 か ら 始 めま し た。

大 正 １５ 年、 昭 和 ３７ 年、 昭 和 ６３ 年 に は 十 勝 岳 が 噴 火 し、 特 に 大 正 １５ 年 ５ 月 の 噴 火 で は、

大 泥 流 に より 死 者・行 方 不 明 者 １４４ 名 （上 富 良 野 町 １３７名、 美 瑛 町 ７ 名） と い う 大 き な 被 害 が

出 て いま す が、 現 在 は 火■
」」性 微 動 も 落 ち 着 いて お りま す。 昭 和 ３０ 年 に は 陸 上自 衛 隊が 移 駐 し、

現 在 で は白 衛 隊員 と そ の 家族 が 町 民 の 約 ２５％ を 占 め て いま す。
ま た 地 域 の 災 害 派 遣 山岳 遭 難 救

助 等 に も 出 動、 ま た 地 域 の 各 種イ
ベ ン トに も 積 極 的 に 参 加 して 頂 い て い ま す。

さ て
、
大 雪 山 国 立 公 園 は日 本最 大 の 山 岳 公園 で あ り、

各 所 に 永 久 凍 土 層 が 存 在 し山 頂 部 は本

州 の ３，０００メ
ー トル ク ラ ス の 山 岳 に 匹 敵す る 環 境 で あり ま す

。 夏 季
が ２ ヶ月 問 と 短 く、 紅 葉 の

訪 れ は ９ 月 初 ～ 中 旬 と 日 本 で 最 も 早 く、 公 園
敷 地 は ９０ パ ー セ ン ト以 上 が 国 有 地 で あ り、

自 然

公 園 と して ふ さ わ しい 良 好 な 利 用 が 可 能 で、
自 然 の ふ れ あ いの 増 進 が 図 られ て い る と 思 い ま す。

今 後 は高 山植 物 群 落、 希 少 な 動 植 物 の 生 息 環 境 を 保 全 し、 大 雪 山国 立公 園 の 白 然 環 境 保 全 を

地 域 が 一 丸 と な り 実 践 し
、
地 域 振 興 や 環 境 学 習 し 活用 す る こ と に よ り 今 後 一 層 自 然 を 愛 す る

方 々 へ 配 慮 した いと 思 いま す。

終 わ り に
、
本 大 会 の 開 催 に あ たり 御 尽 力 さ れ ま した 関 係 各 位 に 厚く 敬 意 を 表 しま す と と も に、

本 大 会 の 御 成 功 と、（杜） 日 本 山 岳 会 並 び に 北海 道 山 岳 連 盟 の 今 後 ま す ま す の 御 発 展 を 祈 念 申 し

上 げ
、 歓 迎 の こ と ば と い た し ま す。



歓迎のごあいさつ

東川町長 松 岡 市 郎

第４７回 全 日 本 登 山 大 会 が 北 海 道 の 屋 根 大 雪 山 で 開 催 さ れ ま す こ と を お 喜 び申 し上 げる と と も

に、 大 会 に ご参 加 い た だ い た 皆 様 に 歓 迎 の ご挨 拶 を 申 し上 げま す。

大 雪 山 の 主 峰 ・旭 岳 を 擁 し、 旭 岳・ 天 人 峡 温 泉 に 代 表 さ れ る 大 自 然 に 抱 かれ な が ら、 そ の 恵 み

を い た だい て い る 本 町と しま して は、栄 え あ る 行 事 が 旭 岳 で開 催 さ れ ま す こと に ひと し お な ら ぬ

感 謝 と 感 激 の 思 い を 致 して お り ま す。 長 期 間 に わ た り 開 催 の 運 び と な り ま した こ と は、
「大雪 山」

を 愛 して や ま な い 数 多 く の 登 山者 の 方々 は も と よ り、関 係 者 の 方 々 に よる 幾多 の 苦 労 を 乗り 越 え

て の 献 身 的 な ご支 援 ご 協力 に よる も の で あ り、 心 か ら 感 謝 を 申 し上 げま す と と もに、 待 ち に 待っ

た 本 年 の 行 事 に 参 加 さ れ ま す登 山者 及 び 関係 者 の 皆 様 に 対 し、
心 か ら 歓 迎 を 申 し上 げま す。

どん な に 時 代 は変 わ ろう と も、 写真 の 町・ 刺
１１町 は、 旭 岳 を は じ

め と する 雄 大 で魅 力 ある 景 色

と か け が えの な い大 自 然 を いっ ま で も 大 切 に し、 誰 も
が い つ で も 豊 かな 気 持 ち に な れ る、 写

真 映

り の 良 い 魅 力 あ る ま ち づく り を 目指 し、登 山 者 の
方 々 を は じめ 誰 もが そ の 恵 み を 分 か ち 合 え る よ

う、 力 を 合 わせ て 歩 ん でま いり ま す の で、 登 山 者 の 皆 様 に お
かれ ま して も従 前 に増 して ご 理 解 と

ご協 力 を い た だき た いと 思 いま す。

最 後 にな り ま す が、 本 登■」」会 が 快 適 で 安 全 な 遂 行 の 下、 盛 大 かつ 思 い 出 に残 る 行 事 と して 今後

と も 末 永 く 継 続 さ れ ま す こ と
、
及 び 全 て の 参 加、 関 係 者 の 皆 様 の 益々 の

ご健 勝と ご 発 展 を お 祈 り

しま して 歓 迎 の ご挨 拶 と さ せ て い た だき ま す。
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第４７回全日本登山体育大会各登山コース役員

【登山本部部長】 太田 紘 文 （十勝 岳連） 【登山本部副部長】

※睡＝圓；主任通信員
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賢 」 （富 良野）

丈寛 （下川）

秀幸 （富良野）

直広 （富良野）

大屋美奈子 （富良野）

Ｂ ２ 隊 ＳＬ 向川 司郎 （小 樽）

記録 五十嵐圭一 （小樽）

土屋 彦 （小樽）

匿固救護 青山 侑弘 （小樽）

【Ｃ コー ス】

Ｃ１ 隊

Ｃ Ｌ

Ｓ Ｌ

記録

通信

救護

森

小西

富山

佐藤

小枝

畑中

紘昭 （十勝岳連）

則’幸 （十勝 岳連）

幸朗 （十勝岳連）

公 一 （十勝 岳連）

悟 （十勝岳連）

栄和 （十勝岳連）

Ｃ２ 隊 Ｓ Ｌ

救護

記録

囲
救護

寺嶋

前道

高瀬

岩崎

守 田

洋」 （十勝岳連）

俊一 （十勝岳連）

健二 （十勝岳連）

二郎 （十 勝岳連）

勇 （十勝岳連）

Ｃ ３ 隊 Ｓ Ｌ

記録通信

救護

笠 原

音尾

近藤

中瀬

李家

紘一一 （旭 川）

瑛一 （旭川）

照衣 （旭川）

博 光 （旭」ｌｌ）

真理 （旭川）

Ｃ ４ 隊 Ｓ Ｌ

通信

記録

福井

中原

堀口

安田

内海

寿和 （苫岳連）

貢 （苫岳連）

満夫 （苫岳連）

聡 （札岳連）

恭子 （札岳連）

【Ｄコ ース】 Ｃ Ｌ ユ１享 藤木 晴夫 （室 蘭岳 連）

Ｓ Ｌ 幸
一
二一山岸・一＿＿肇 （室 蘭 岳 連）

通信 糾 （室蘭岳連）
記 録 安 田 一厚 （室 蘭岳 連）

救護 長谷川 将 （富蘭良野）

【Ｅ コー ス】 Ｃ Ｌ 八 柳

Ｓ Ｌ記 録 」 篠

一条

川 北

通 信 作 田

救護 増 ト

正史 （苫小牧 岳連）

庄 市 （苫小 牧岳 連）

敏子 （苫小 牧岳 連）

輝彦 （苫小牧岳連）

博 行 （ク ーラカ ンリ）

麗 子 （クー ラカ ンリ）

【Ｆ コ ー ス】 Ｃ Ｌ

ＳＬ 記録

通信

救護

寺 口 」孝 （札 幌岳 連）

坂 倉 啓 一 （札幌 岳連）

．
ｋ木 と し 子 （札 幌 岳 連）

坂井 洋文 （札幌岳連）

【Ｇコ ース】 Ｃ Ｌ通 信 石 川 孝一 （苫小 牧岳 連）

Ｓ Ｌ記 録 吉 田 昭 二 （苫 小牧岳 連）

五 十嵐雅 人 （長万 部）

救護 杉村 直樹 （長万部）

【Ｈコ ース】 Ｃ Ｌ

Ｓ Ｌ

記録

通信

救護

【Ｊコ ース】 Ｃ Ｌ通 信

Ｓ Ｌ 記録

救護

笈Ｆ日 孝俊 （山道会）

下川 原 浩司 （１口道会）

岩 本 、忠 明 （山一迫 会）

上野 敏彦 （山迫会）

小松 三保 子 （山造 会）

岩本 恵子 （山遣会）

滝澤 大徳 （斜里）

宮西 博 （美唄）

薄 田久 美 子 （函 館 岳友会）

鎌Ｅ口 雅年 （函 館 岳友会）

大 高 雅 子 （函 館岳 友会）

【Ｉコー ス】 Ｃ Ｌ

ＳＬ 救護

記録

通信

佐藤

本間

田 中

千葉

健 （岩 見沢 岳連）

浩樹 （岩 見沢 岳 連）

清子 （岩見沢岳連）

均 （岩見沢岳連）

【スイ ーパ ー隊】

（カ ミ ホ ロ カ メ ッ トク 避．難 小 屋 待 機）

Ｃ Ｌ

Ｓ Ｌ

能久 静夫 （札幌岳連）

西谷 芳晴 （十勝岳連）

藤 原 博 （はま なす）

奈良崎 功 （美唄）

宮崎 松雄 （苫小牧）

（姿 見の 池 待機）

川 原 卓也 （岩 見沢 岳連）

海老原照和 （岩見沢岳連）
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第 ４７ 回全日 本登山体育大会北海道人会実施要項

「悠久の大 地 えぞ地に集 う」

１大会目的】

全 国 の岳 人が 集 い、 雄大 な北 海 道の 白然 に ふれ な が ら仲 間と 登山 を通 して、 登 山技 術の 向 上と 親 睦を は

かる。 ま た自 然保 護と 地球 温暖 化に っ いて も検 証 しな が ら、美 し い日 本の自 然 を守り 続 ける 大会 に したい、

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
１

開催 期日 平成 ２０ 年 ７月 １１ 日 （金） ～ユ ３日 （日）

主 催 （杜） 日本 山岳 協会

主 管 北海道山岳連盟

後 援 文部 科学 省・ 日本 体 育協 会・ 北海道 一 北海 道教 育委 員会 ・ 北海道 体 育協会

旭 川 市 ・ 富 良 野 市 ・ 美 瑛 町 ・ １二富 良 野 町 ・ 東 川 町 ・ 大 雪■」」国 立 公 園 観 光 連 盟

協 賛 ㈱り ん ゆう観 光 ㈱秀 岳 荘 ㈱大塚 製 薬 ㈱ノ マ ド ＩＣＩ 石井 ス ポー ツ ㈱ 北海 道 地図

ＴＯＰ ＴＯＵＲ

開催 場所 十勝 岳連 峰、 旭岳 周辺、 芦別 岳

参 加 予定 数 ４５ ０名 （限定）

受 付 ・ 開 会 式 会 場、
宿 泊 場 所

（！） 受 付・ 開 会式 ｒ旭川 グラ ン ドホテ ル」 （案内 図 は Ｐ１３）

〒０７０－Ｏ０３６ 旭 川 市 ６ 乗 通 り ９ 丁 目 電 話 ０１６６２４－２１１１

（２） 宿 泊 「国 立大 雪青少 年 交流 の家」 （愛 称；ユ ー ス ピア大 雪）

電 話 （代 ） ０１６６・９４－３１２１ ｆａｘ ０１６６－９４－３２２３

〒０７１－０２３５ 北 海 道 上 川 郡 美 瑛 町 白 金 温 泉

日 程

第 １ 日目 ７月 １ １日 （金）

１２：００～１５：００ 受 付 （旭 川 グ ラ ン ドホ テ ル）

１４：００～１４：４５ 開 会 式 （旭 川 グ ラ ン ドホ テ ル ３Ｆ グ ラ ン ドホ ー ル）

１５１００～１５：５０ 講 演 市 根 井 孝 悦 氏 （山 岳 写 真 家）

１５：００～１５１５０ 参 与 会 総 会

１６：ＯＯ～１６：３０ オ リ エ ン テ ー ショ ン お よ び 連 絡

１７：００～１８：３０ 歓 迎 レセ フ シ ョ ン （旭 川 グ ラ ン ドホ テ ル）

１９：００～２０：００ グラ ン ドホ テ ル か らユ ー ス ピア 大 雪 ま で バ ス 移 動 （無 料）

２２：３０ ネ肖士丁

第 ２ 日 目 ７月 １２ 日 （土）

４：００～６：３０ 朝 食 （食 堂σ）収 容 容 量 の 都 合 で コ ー ス に よ っ て ２ 回 に 分 け る）

５：ＯＯ～１７：００ 登 山 行 動 （長 時 問 コ ー ス か ら 順 次 出 発）

１７：００～１８：３０ 夕 食 （帰 着 時 問 に よ っ て ２ 回 に 分 け る）

１９＝００～１９：３０ 閉 会 式

ア トラク ショ ン （北海 太鼓）

１９：３０～２１：００ お 別 れ 会

２２：３０ 手肖共』
’

Ｉ４



第 ３ 日 目 ７月 １３ 日 （日）

６：００～８：００ 朝 食、
清 掃 ・ 後 片 付 け （２ 回 に 分 け て 交 互 に 行 う）

８１３０～ 解 散 セ レモ ニ ー、
解 散
、
オ プ シ ョ ナ ル ツ ア ー 出 発

※旭」ｌ１空港経 由、 旭川 駅ま で 臨時
バス ９：００ 発 （有 料 予約制）

Ｊ Ｒ 美 瑛 駅 行 き 定 期 バ ス （道 北 バ ス） 時 刻 ７：３５， １０
：２０

１０
．
登 山 コ ー ス （各 コ ー ス ４ ５ 名 予 定）… （ ） は 登 山 時 間

、
縦 は 縦 走

、
☆ は 難 易 度

Ａ 望 岳台 ～十 勝 岳～美 瑛 岳～ 望居 台 （縦９：４０） ☆☆ ☆☆ ☆

Ｂ 望 岳台 ～十 勝岳 ～ 上ホロ カメ ッ トク 山～ 十勝 岳温 泉 （縦 ７：３０） ☆ ☆☆ ☆

Ｃ ＋ 勝 居温泉 ～上 ホロ カメ ッ トク 山～十 勝 岳～ 望岳台 （縦 ７：１５） ☆☆ ☆☆

Ｄ ＋ 勝 居温泉 ～富 良 野岳 ～原 始が 原～布 礼別 登１」旧 （縦 ７１３０） ☆☆ ☆☆ ☆

※原 始 が原 （湿 地帯） に は木 道 が設 置さ れて いま せん。

Ｅ 芦別 居新道 往復 （８：４０）

Ｆ 望 岳台 ～美 瑛富 士往 復 （６：３０）

Ｇ 吹 上温 泉。 白銀 荘三 段山 往復 （３：３０）

Ｈ 旭 岳 ゴン ドラ～ 旭岳 ～問 官 岳～ 中岳 温泉 ～旭 岳 ゴン ドラ （縦 ７：１０）

１ 旭 岳 ゴン ドラ～ 胆 田主復 （５：１０）

Ｊ 旭岳 ゴン ドラ ～ 旭平 （姿 見の 池周 遊） （１：５０）

★☆ ☆☆ ☆

☆ ☆☆

☆ ☆

☆☆ ☆

☆☆☆

☆

◆登山の留意事項◆

＜自然保護への配慮＞

大会 を 実施 する 区域 は、 大 雪国 立公 園の 区域 内で す。 この た め、 オー バーユ ー スと な

らな いよ う各 コー ス の人 員の 分散 を 図り ローイ ン パク トを心が け てい ます。 大 雪山系 の白 然 を未 永

く 未来 に引 き 継 ぐた め ご協力 をお 願 い します、 この 大 会 を通 じ、 自 然保護 の 大切 さ を再 認識 する 大

会 とな るよ う 全員 で努カ しま しょ う

ま た、 多く の 登山 者 も 訪れて い ま す。 他 の 登 山者 か ら批半１」を受 ける こと のな いよ う各 自 で心 が け

て く だ さ い
。

① ゴミ の持ち 帰 りの 徹底。 ② 高 山植 物 等の踏 みつ け 防 止。 ③ トイ レマ ナーの 徹 底

＜ 登 山 の 注 意 〉

北海 道 の山 は様 々な 点 で本州 以 南の 山と 違っ てい ます。 特に、 次 の、点に留 意 すると と もに トレ」

ニ ン グ を 積 ん で お い て く だ さ い。

① 夏で も日 によ って 気 温が０ ℃ 近く まで 下が ること が あり ます。

② 雪渓が 随所 に残 っ ていま す。 （白信 の無 い 方は軽 アイ ゼ ンを持 参 してく だ さ い）

③ ブヨや 蚊が 相当 に 多い の で虫対 策 を厳 重に してく だ さ い。 （短 パ ン 姿は特 に 注意）

④ 熊 が 出現 した 場 合はコ ースリ ー ダー の 指示 に従っ て 冷 静に行 動 してく だ さい。

⑤ 各 コ ー ス 共 山 中 に は 山 小 屋 は あ り ま せ ん
、
携 帯 トイ レ を 持 参 し て く だ さ い。

⑥ 飲 料 水 に つ い て は エ キ ノ コ ッ ク ス の 心 配 が あ り ま す の で、 沢 水 は 汲 ま ず、 事 前 に 宿 泊 所 （ユ

ー ス ヒ ァ 大 雪） な どで 用 意 して く だ さ い。
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１、 開
式 の こ と ぱ

２
、
聖 杖 入 場

３
、
大 会 開 始 宣 言

４、 開
会 挨 拶

５
、
来 賓 祝 辞

６、 歓 迎 の こ と ば

７
、
来 賓 ・ 大 会 役 員 紹 介

８
、
功労者特別 表彰

９
、
宣 誓

ユ０、 閉
式 の こ と ぱ

７月 ユ １ 日 （金） １４ 時 旭川 グラ ン ドホテ ル

司 会 奈 良憲司 （北 海道 山 居連 盟理 事）

北 海道 山 岳連 盟副会 長 西城 信義

大 会委 員長 内 藤１頃進 （日本 山 岳協会 専務 理 事）

Ｆ１本 山 岳 協会 長 田 中文 男

北 海道 山 居連盟 会 長 鎌ロコ耕 治

北海 道知 事 高 橋 はる み

美瑛 町 長 浜田 哲

表彰者代表

参加代表者

北海道山岳連盟副会長 太 田紘 文

オリ エ ン ティ ー シ ョ ン 及 び 諸 連 絡

１
、
全 日 程 の 説 明 小 野

２
、
登 山 コ ー ス 説 明 太 田

３
、
輸 送 ・ 宿 泊 関 係 説 明 橋 村

４、
「大雪 青少 年 交流の 家」 宿 泊説 明 工 藤

１ ６ 時

倫夫 （北海道山岳連盟理事長）

紘 文 （北 海道口」居連盟 副会 長）

昭男 （北海道山岳連盟常任理事）

朝博 （大雪青少年交流の家事業推進課長）

歓 迎 レ セ プ シ ョ ン １７ 時

１７：３０～１８：００ ア ト ラ ク シ ョ ン

３ 階 景 雲の 問・ 瑞雲 の 間

よさこ い ソーラ ン （旭川 北 の 大地）

１、 開
式 の こ と ば

２
、
講

３、 閉 会 挨 拶

４、 歓 送 の こ と ば

５
、
感 謝 状 贈 呈

二戸・．ヂ，
怜引継 ギ

７
、
’’大 会 終 了 宣 言

８
、
ア ト ラ ク シ ョ ン

９
、
閉 会 の こ と ば

７月 ユ ２ 日 （土） １９ 時 国 立大雪 青少 年交 流 の家体 育館

司会 奈 良 憲司 （北海 道 山岳連 盟 理事）

北海 道 山 岳連盟 副会 長 土 屋 勲

大会委 員 長 内 藤 順 造 （日山 協専 務理 事）

口 本山 岳 協会会 長 田 中文 男

北海道山岳連盟会長 鎌田耕治

国立大 雪 青少年 交 流の 家所長 清水 勇行

口 本■Ｉ」岳 協会会 長 田 中文 男

二互て、、｛
妖回 鮮 叩 醐 亨 リ 密 山県’奈 蝋山岳連盟会長）

北予缶幽 能 舶事長 ㍉１野倫夫

北鎮太鼓 （白衛隊）

北海道山岳連盟副会長 西城信義

医二 撮 ・月・・日（目）
１
、
送 る こ と ぱ

２、 お 知 ら せ

北海道山岳連盟会長

北 海道 山 岳連 盟理 事長

９ 時

鎌日ヨ

小野

耕治

倫夫

／６



記念請演

このすばらしいカムイの大地

写真家 市根 井 孝悦 氏

【プロ フイ ル】

１９３８ 午、
北 海 道 函 館 市 生 れ

、

１９５３年、北 海道 教 育大 学（函餉） 卒 業後、 函 館白 百合学 園 高等 学校
生物 科教 諭と して 奉職 し、一川舌部、

写真 部顧 問と して 高校 生 を指 導。 全国 高等 学校 体育 大会 椎山 部門、 全１司高 等 学校写 真 選手権
人会

（写 真甲 十園） にお いて、 優 勝監督 と して 高い 評価
を受 けるコ

１９６５年 教職 の かた わ ら北海道 の 屋根 大 雪山の 撮影 を開 始。 １９９０ 年 より Ｈ高 山脈 を 含む北 海
道 全 山

域 に 版 り 組 む．

１９９７ 年 教 職 を 辞 し、
フ リ ー ラ ン ス の 写 真 家 と し て

、
北 海 道 のリ」、

白 然 に こ だ わ っ て 創 作 活 動 を 続 け、

現在 は再 度大匂汕 の撮 影 に意欲 を傾 け、 そ の集 人成 に傾 注 してい る。

１主 なる 著 苔】

写真 集 北海道 の 山．二部作
「大雪山 そ の母 なる 大地」 「日高 山脈 遥 か なる山 並」 「カ ムイ の山 北 海

道 の 名１■１奉た ち」、 側 峰 シ リ
ー ズ 「大 雪 ・ 石 狩 ・ 十 勝」、

写 真 集 「大 雪 山」 （と も に 山 と 渓 谷 仕）、
「人 沼 ・

駒 ケ 岳 ・ 碧 光 る 水 辺」 （北 海 道 新 聞 社）、
ＣＤ－Ｒ ㎝１ 「母 な る 大 地 大 雪１」」」 （金 羊 社）。

１写真展１

東京 銀 座富 士フ ォ トサロ ン、 岬武 百 貨店池 袋店、 東忽 百貨
店 池袋 店、 お よび 北海道 主 要都 市デ

パー ト

な ど多 数開催。な お ２００５ 年、北海 道 立函館 美 術館 の依頼 で 写貞展
「カ ムイ の山 北海道 の名 峰 たち」。

０６ 年
、
中 国 上 海 で 閉 催 の 世 界 芸 術 博 覧 会 に 出 展、

好 証 を 博 す
、

【受賞１

平成 ２ 年度、 芸 術新 賞受 賞 （北海 道 文化１寸１体 協議会 より）、 平成 １５ 年度■項館 市 文化賞 受 賞

１７



７ 月 １ ２ 日 （土） 登山行動日の行動表 （Ａ～Ｄ 隊）

Ａ コ ー ス （２ 隊 ６ ２ 名） Ｂ コ ー ス （２１隊５ ０ 名） Ｃ コ ー ス 〕１塚 １１３ 名） Ｄ コ ー ス （２ ５ 名）

美 瑛 岳 往 復 皇手≒一十務店ｒ上ニホコ→ト勝］
コ言温涙 卜勝吊温泉一トｉ１コーｒ 跨千一望岳台 冨 良 野 岳一・原 始 が 原

４：００ 朝 食 （弁 当 配 布） ４：ＯＯ 勒 食 （弁 半 配 布） ４：００ 勅 食 （一弁 当 配 布）

４：３０ 棚 食 （↑当酉己布）

５：００ バ ス 発 車 ５：ＯＯ バ ス 発」れ（４ “ｌｌ） ５＝ＯＯ バ ス 発 車

（１ ・ ２ 引中』Ｄ隊と） ５：１５ 望 岳 台 到 着 （２ 号 車 ； Ａ 隊 と）

５：１５ 望 岳 台 到 着 ５＝４５ 登 山 開 始 ５：５０ バ ス 発 車 ５二５０ ＋ 勝 岳 温 泉 着

５：４５ 竹 山 開 始 （１ ・ ３ 号 車）

（４ 号 車 ； Ｆ 隊 と） ６＝１０ 登 山 開 始

６：４０ 雲 ノ 平 分 岐 ６：４０ 雲 ノ 平 分１■１支 ６＝３０ １’勝’居 温 泉 着

６１５０ 伽一１閉 始 ６１５０ 安 政 火 口 分１一支

７：３０ 安 政 火 Ｕ 分 岐 ７：２０ 上 ホ ロ 分 岐

８１３０
．
Ｌ ホ ロ 分１咳

９：３０ １一勝 岳 ９：３０ ＋ 勝 岳 ９：５０ 富 良 野 岳

１０：１０ 大 砲 岩 １０１００ １二富
一良 野■工

１０＝５０ １ニホ ロ カ メ ッ トクＩｕ ｌＯ：３０ Ｌ ホ１」 カ メ ッ ト ク 山

（昼 食 時 問 ２０ 分） １１１００ 大 砲 岩

（昼 食 時間 ２０ 分） １１１３０ 上 富良望予吊 （昼食時 固 ２０分） （昼 食 時問 ２０ 分）

１２：２５ 美 瑛 岳 １２：１５ トホ１コ 分 岐 １２：２０ １Ｉ勝 厄・ １２：４０ 原 始 が 原

１２１３０ 安 政 火１１分山支

１３：５０ ホ ン ヒ
ー
沢 １３：ＯＯ ｌ－１勝 肝 温 泉 下 山

１３：２０ バ ス 禿 小１

（３ り一中１）

（役止一ｉ８ 別 送一）

１４１００ ユ ー ス ヒ ア 着 １４：０５ 雲 ノ 平 分 岐 １４：ＯＯ 布 礼 別 Ｆ山

１４：３０ バ スーＨＨ一発 （１ り一一１１）

１４：５０ 望一
１舌 台 ド 山

１５＝００ 雲 ノ 平 分 岐 １５１（〕０ バ ス 発 車

（フ㌧ 辛谷） （２ ・ １｛ ・ ４ 弓１申＝） １５：３０ ユ ー ス ビ ア 着

１５１４５ 望 岳 台 下 山 １５１１５ ユ ー ス ヒ ア 着

ユ５＝５５ バ ス 発 車 （入 浴）

（２ ・ ３ 号市．） （入 浴）

ユ６：！０ ユ ー ス ピア 着

（入 浴） １７１００ ク 食 １７１００ 夕 食

１７：３０ 夕 食

１８：ＯＯ 夕 食

１９１００．１９１３０ 閉 会 式

ユ９＝３０ ～ ２１二００ づ之 勧こ 会

２２１００ 消 灯

１８ 一



７月 １２ 日 （１ヒ） 登山行動日の行動表 （Ｅ～Ｈ隊）

Ｅ コ ー ス （１ ９ 名） Ｆ コ ー ス （１ ３ 名） Ｇ コ ー ス （１ ２ 名） Ｉ１コ ー ス （３ ５ 名）

芦 別 岳 往 復 美 瑛一■１者
一』二往 復 二二段１］往 復 旭 岳 → 中 岳 温 泉

４：ＯＯ 棚 食 （弁半 配 布） ４：ＯＯ 朝 食 （弁 粕Ｌ布）

４：４５ バス 発 車（５ 庁 川 ４１３０ 朝食 （介当 配 仙

５：５０ ノくスロ」発 ５：ＯＯ一閉 食 （弁 半酉Ｌ布） ５：００ バ ス 発 中１

６：１５ 新 道 笠 山１１到 着 （４ 号ヰ１ｌＣ ４ 隊 と） （６ 号ψ１； Ｉ 隊 と）

６：３５ 登１一開 始 ６１０５ 望 岳 台 到 着 ６：ＯＯ 旭 居 ローフ
ーウユー 着

６：２５ 仔 山 開 始 ６＝３０ 姿 見 駅 着

６１５０ 仔１］開 始

７：２０ 雲 ノ 平 分１岐 ７：５０ バ ス 山 発 （４ 号 車 ７＝１０ 姿 見 の 池

８１１０ 白 銀 北全１」着

８：２０ ホ ン ビ の 沢 ８１３０ ・登 山 閉 始

９：ｌＯ 旭 岳

１０＝０５ 半 面１⊥１ １０１１０ 美・瑛 富 １二 １０：３０ 二 段１１」 １０：１０ １ 舳１．
’岳

（昼 食Ｉ］榊」３０ 分）

ユＯ１５５ 雲１峰 （昼 食日与間 ２０ 分） （昼 食 時 問 ３０ 分）

１１：００ ■！」■
』斤 分１一」支

１１：３５ 芦 別一匝 １１：５０ 中 圧 漏、泉

（昼 食 時 問 ２０ 分〕 １２：ＯＯ ポ ン ビ の 沢

１２：４０ 雲 ノ 平 分 岐 １２１３（〕 白 銀 荘 下 山 １２１４０ 裾 合 平

１２１４５ バ ス 川 発 （５ け耳１１

１３：２５ ㌣凧 台 Ｆ山 １３：１５ ユ ー ス ヒ
」ア 着

１３：３５ バ ス 准 中（４１ナ車）

１３：５０ ユ ー ス ピア 着

１４：３０ 姿 見 駅 下 山

（ 入 浴 ） （ 入 浴 ） １５：００ 旭一
』斥 ロ ー’ノ ゥ ェー一 着

ユ５：３０ 新 道 登 山１１下 山 １５：１０ ノミスロ■各 （６ 号・十二）

１５：３５ バ ス 発１←二（５ 引←ｉ二）

１６：１０ ユ ー ス ヒア 着

１７：ＯＯ 夕 食 １７：００ 夕 食 （入 浴）

１７：０５ ユ ー ス ビ ア 着

（入 浴） １７：３０ タ 食

１８：ＯＯ 夕 食

！９：００～１９１３０ 閉 会 式

１９：３０～２１：００ 交 歓 会

２２：００ 消 灯

１９



７月 １２日 （土） 登山行動 目の行動表 （Ｅ～Ｈ 隊）

１ コ ］ ス （１ ６ 名）

旭岳仕復

４：ＯＯ 朝 食 （弁 当酉己布）

５：００ バ ス 発 車 （６ 号 車）

６；ＯＯ 岨 岳 ロー ブウエー 着

６：３０ 姿 見駅着

６：５０ く差山局同女台

７：１０ 姿 見 の 池

９：１０ 旭 岳

（昼食 時 間２０ 分）

１２：ＯＯ 姿 見 駅 下 山

１２：４０ 旭 岳 ロー プゥェー 着

１２：５０ バ ス 発．串
１

（２ 号 車）

１３：５０ ユ ー ス ヒ ア 着

（入浴散策）

１７：００ 夕 食

１９：００ ～ １９１３０

１９：３０ ～ ２１：００

２２：００

ｊ コ ー ス （２ ３ 名）

姿見の池周遊

５：３０ 朝食 （弁 当配 布）

７１３０ バ ス 発 車 （６ 号 車）

８１３０ 旭 岳 ローフゥェー 着

８：３０ 姿 見 駅 着

９：００ 雪禿μ」ほ胃女台

１１：２０ 姿 見 駅 ド［■１

１２：４０ 旭 岳ロー ブウエ ー着

１２：５０ バ ス 発 車

（２ 号 車）

１３１５０ ユ ー ス ピ ア 着

（入浴散策）

１７：ＯＯ 夕 食

閉 会 式

交 歓 会

消 灯



【コース案内】 （ ） 内 ・ 全 → バ ス移動 時問 十 登山 時問、 １］ → 登山 時問

◆匡： 亘 （望 岳台 ～１‘勝 居～美 瑛 居～ 望一弔台／ 全１０：１０、一
１－９：４０）

宿 舎＝バ ス ０：１５二望 岳 台～Ｏ：５５～雲 の 平 分１岐～Ｏ１１０～避 難 小 屋 舳～２１４０～十 勝 岳～２：３５～美 瑛 岳～１：２５～ホ

ン ヒ 沢 ～１＝１０～一雲 の 平 分 岐 ～Ｏ：４５～ 望 岳 台 ＝。バ ス Ｏ＝１５＝ 宿 舎

卜勝 岳 は平成 元年 に も噴火 した汗火 山 で、 昭和 ３７ 年に 大噴 火 した 新噴火 口 は現在 も 白煙 を空 高く 吐

い て い る、
地 図 上σ）１６４６ｍ の 火１１は 人 正 １４ 牛０）人憤 火 の 火 口 で、 作 家

三 浦 綾 ゴの 小 説 「泥 流 地 帯」 は

こ の 時 の 噴 火 被 害 を 描 い た も の で あ る
．」

夫 瑛 居 は 旧 火 山 で、
」頁 上 の 南 側 は 爆 裂 火１」 の 崖．と な っ て ホ ン

ピ」沢 主 で 切 れ 落 ち て い る 雄 雄 し いｌｌ」一≠ギの

１」．１で あ る。

望 居 台 か ら 火 山 礫 の ガ レ 道 を 南 東 の 方 角 に 見 え る 順一
ヒに め が け て 進 む。

雲 の 平 分１岐、
避 難 小Ｊｒミ跡 を 過

ぎ’た と こ ろ か ら 左 Ｔ１σ）尾 根 に 取 りｆ・１．き、
ザ レ た 急 な 仔 り を 抜 け る と 新 々 噴 火［一１の１二の す り 鉢 火１１σ）上 に

出 る一、
し ば ら く 広 々 と し た ゆ る い 斜 面 を 歩 き 急 な

登 り を 二 つ 越 え る と 頂 上 で あ る、 十 勝 岳 連１咋 の
†
、

き くノー１に 同 り 二 み な が ら 下 る と、

１峰 で あ る 旧 Ｌは 大 岩 が 積 み１疸な っ た よ う な」易 所 で、

東 西南 北のｌｌ」々 が 見渡せ る最 高の 展 望台 であろ

二 こか ら夫」瑛后へ概 ね北 東σ）方角 に 砂漠地 朴σ）よ

う な 道 を 進 む．、
鋸 岳（１９８０ｍ）横 か ら ガ レ を 下 り コ

ル ノ＼ こ こ か ら ポ ン ヒ
＝沢 を ノ１１に 見 な が ら

’ド・ｌ１司 登 る

と 美 瑛 旺 川火 い．む 棚 の」
」員
．
■ 二肴く，

下 り は そ の ま ま ホ ン ヒ 沢 を１視き な が ら１川へ 進 み

美 瑛富 士 へ０）分岐 を過 ぎて か らいっ きに沢 底 ま で

下 る
二
花 を 愛 で な が ら ゆ る く 岱 り、

北 向 沢 （一
Ｉ勝 瑛

の滝 に 出ろ沢） の鎖場 を 越’え雲 ノ 平の花 の 道 を 大

雲ノ 平 分岐で 住路 に出 て望圧沽 が 下 方に見 える

◆ 匡 日 （望 居 台 一 １一勝１７１～ 上 ホ ロ カ メ ッ ト クロ１－ １
・勝１弔 温 泉

イ、 ８ ＝ ２０、 ■
Ｈ ６ ＝ ４５）

侑 舎＝バ ス Ｏ：１５＝望 岳 台～Ｏ＝５ト 雲＝の 平 分１岐～Ｏ：１０～避 難 小

」室血弥～２：４０～ １一跨■弔
～Ｏ：４０～ 人石包 岩 ～Ｏ：４０～」ニ ホ ロ カ メ ッ ト

ク１」」～Ｏ：２０～ ｌ１
一
■
１千丁 良 野 岳 ～Ｏ＝４５～ ト ホ ロ 分１岐 ～０１１ ト 安 政 火

！」 分岐～Ｏ＝３（ト ト勝．斤 温 泉＝バ ス Ｏ＝３５＝宿 舎

Ｂ コ ー ス と Ｃ コ ー ス は 交一差 縦 止一び） コ ー ス と な っ て ／・る．
十 勝

岳 に つ い て は、
Ａ コ ー ス の 説 明 参 照。

」ニホ ロ カ メ ッ ト クｌＨは ト勝 岳〒σ）南 西 尾 根 続 きσ〕ｌｌ」で、
安 政 火

Ｈゾ）東 に 位．置
し
、
道 内 の 冬 季・岩 陵 ク ラ イ ミ ン グ に 人 気 の 山 で も

あ る
．．

ド勝■手 頂 上 ま で は Ａ コ
ー ス を 参 照 さ れ た い

、

ニ ニ か ら 上 ホｒｌカ メ ッ ト ク■⊥一へ は 南 西 に 下 り、
Ｐ１９２１ を 越 え

てｌ１呵仏１」が 切 れ 落 ち た、縞
０）瀬 の 細 い に 根 を 大 砲

」々１・ （Ｐ１９２１ の

草㌻

一 ２１



先の 分 岐点） へ、 史に 安政 火［ を 右に見 な
が らコ ルに 下り、 避 難 小屋 を左 に見 な

が ら登 りか え して上 ホ

ロ カ メ ッ トク 山 にｌｌｌる。
次 の 峰 の Ｌ富 良 野 岳 で か ら 右 に 折 れ、

整 備 さ れ た 木 道 階 段 の ３００ 階 段 を 下 る、

上ホ ロ 分岐 を右 へ折れ、 尾根 （通 称Ｄ尾 根） を 人きく 回り 込 んで ヌッ
カク シフ ラヌイ 川 の谷 の 上に出 る

と、 正 面 に 安 政
火１１が 見 渡 せ、 １

１勝 居 温 泉 登■一１１１ま で の コ ー ス が 一 望 で き る、 荒 れ た ヌ ッ
カ ク シ フ ラ ヌ

イ 川 の 谷 へ 一 気 に 下 り 沢 を 渡 っ て 椎一」］口 にｌｌｌる と 温 泉 の 登 山１１は 近 い二

◆ 目 （十勝 岳温泉 ～ 上ホロ カメ ッ トク ～ 十勝居 ～ 望岳台 ／ 企８１００，ｌ
ｌ１７１１５）

宿 舎＝バ ス Ｏ：３５＝十 勝 居 温 泉～Ｏ１４０～安 政 火１Ｌ１分 岐～Ｏ：３０～しニホ ロ 分 岐～１１３０～上 富 良 野 吊 分 岐～Ｏ：３０～

上 ホ ロ カ メ ッ トク 山～０：３０～ 人 砲 岩～１：ＯＯ～１．勝 岳～１：４０～避 難 小 屋 跡～０：０５～雲 の 平 分 岐～０１４５～望 岳

台＝バ ス ０：１５＝宿 舎

Ｃ コ ー ス と Ｂ コ ー ス は 交 差 縦 止 の コ ー ス と な っ て い る。

Ｌホ ロ カ メ ッ トク■ｌＩに つ い て は Ｂ コ ー ス、
一１１勝 岳 は Ａ コ ー ス の 説 明 を 参 照。

十 勝 斤 温 泉 登 山 □ か らヌ ッ カ ク シ フ ラ ヌ イ 川 沿 い に 特 徴 の あ る 片 峰 八 ツ 手 岩 をｌ１が け 進 むこ
安 政 火 口 の

手前 で」 旦沢 に下 り、 右折 して 化け 物 岩手前 の 急崖 の道 を登 り工自根 （通称 Ｄ 足根） 上 に出る。

Ｄ尾 根を 回り 込 むよう に進 み 人岩 を登 ると 上ホ ロ分 岐に 山る。 ここ を左 折 し花の 斜 面を迦 ぎる と 木の

階 段 が 続 く ３００ 階 段、 登 り き る と 限 前 に 奇
一１羊な 形 の 八 ツ 手 岩 が 辿 るこ

急 な 帯 り に あ る ロ ー ソ ク 風 の 岩 を

過 ぎ ると 上富 良野 吊で 東の 山々 が 見渡せ る。 北 東に 少 し下り ガ レ道 を上り 返す と 上ホロ カメ ッ トク山 で

あ る。 避 難小 屋ｒｌが けて 下り 登り かえ して 大砲 岩 （地 図上 で は
一
二二段 山 への分 岐 になっ て いる）。 両側 が切

れ 落 ちた馬 の瀬 の 細い 尾根 を越 え、
ザ レ道 を竹 ると 十勝 岳頂 Ｌ二で、 周 囲の 川々 が見 渡せ る最 高 の展望 台

で あ る
。

一
ドり は 前 卜勝 岳 の 噴 煙 に 日 が け、１ヒ西 に 下 り、

肩 か ら 北 東 へ 右 折
、
グラ ン ド火 リ の 縁 を す り 鉢 火 □ （新 々

噴 火１１の 右１二） へ と ゆ る い 下 り を 進 むニ
ザ レ た 急 な 下 り を 過 ぎ

、
避 難 小 屋 跡、 雲 ノ 平 分 岐 に 山 て 望 岳 台

は い の 前 で あ る
こ

◆匡 日 （十勝 居温 泉～ 富良 野 居～」頼台が 原～ 布礼 別 菅山 口／ 乍 ８＝４５，１⊥」７１２０）

宿 舎＝バ ス Ｏ＝３５＝１」勝 岳 温 火～Ｏ１４０～安 政 火 〕 分 岐～０：３０～ 一ホ ロ 分 岐～２：３０～宮 良 野 岳～２：３０～原 始 ヶ

〃 ～１１２０～ 布 礼 別 登１⊥ｌｌ．１＝ バ ス １１００＝ 宿 舎

宮良 野岳 は十 蜘舌連 峰の最 南端に 位 置し、裾 野 南に 広が る原 始ヶ 原と とも に 花の山 で親 しま れ ている二

上 ホ ロ 分 岐 ま で は Ｃ コ ー ス 参 照
、

．
Ｌホ ロ 分 岐 か ら は が そ の ま ま１凸１進 し 三 峰■一１

か ら の沢 を越 え、 ト稜 線の 下をほ ぼ等 高線 に

沿 って 進む。 左 折 して 急な斜 面を仔ろ と 広い

稜 線 の お 花 畑 と な ろニ ニ こ
か ら 斜 面 を 左 側

（南） に 回 り 込 み な が ら 登 り、
花σ）ｌ１丈き舌Ｌれ

る 秋く 急な 坂を 登り きる と 富良蠣舳」貞上 であ

る
， 一
１ヒ東 に 続 く 大 雪１１１の 山 な み が 兇 渡 せ、 南

方 眼下 には 原始 が」以の緑 の絨 毯が 広 がる。

Ｆｌｌｌは そ の ま ま１川 へ 直 進 し 肩 か ら ガ レ道 を

い っ き に 原 始 が 原 ま で 下 る。
湿 原 な の で 登 山

道 にぬ かる みも 有る が花 と沼 の扶 色 を楽 しみ

岱 、
立



な が ら緩 やか に 下りる。 広 原の 滝 を見な が ら橋を 渡る と問 も 無く 林
道 に出 る、 その まま 下る と登 山口 に

着 く
。

※ 後半 の 湿原 「原始 が原」 には 木道 が設 置さ れて いま せん。 靴 が相 当汚 れる こと を想 定 して準 備 して

く だ さ い。

◆匡…〔≡ヨ （芦別 岳新 道往 復 全／ 全１１１４０、 山 ８１４０）

宿 舎＝バ ス １：３０＝芦 別 岳 新 道 登 山 口 （山 部） ～３＝３０～半 面 山～０：５０～雲 峰 山～０：４０～芦 別 岳～３：４０～ 登 山

口＝バ ス １：３０＝宿 舎

芦別 岳 は頂 上 から 山体 をナイ フ で切 り裂 いた よう な絶 谷 （ユ ー フ レ

似

、，
川 本 谷） が 特徴の 鋭 鋒で あり、 そ の両 側の岩 場 や

急 峻な岩 稜 が道 内ク

ライ ーマ ー の格好 の ゲ レンデ となっ て いて、 北 海道 のア ル ブス と 呼 ば
叩

れて いる。 麓の 山部 から は、 頂上 の右 に二 つ並 ん だ岩 峰 の夫
婦岩 が印

象 的 な 風 景 を 作 っ て い る。

ユ ー フ レ川 を挟 む よう に登 山道 が新 道と１日道 の 二っあ るが、 今 大 会

は 新 道 ル ー トを 堂 る、
、

登山 口か ら鶯 谷ま では た だひた す ら樹 林の 中の 長い登 り である。 半

費 面 山で ｌｌ や／ 頂 上を 望むｌ ｌ が出 来／。 ｌ ｌ か／少 ！下 ／・ 屏 風 岩

洲

を 右に 見て 雲峰 山 へ登る と 眼 前に頂 上が 立ち は だかる。 一 且下り 大 斜

面 を直 上 し最 後は 岩場 を回り こ み狭 い頂 上に 着く。

頂 上か ら は東は 富良 野盆 地 をはさ み 十勝 岳連 峰か ら旭岳 ま で、 西は

暑 寒別 連 峰、 南に 夕 張岳等 が 望め疲 れ た体 を癒 してく
れる。 下り は同

じ コ ー ス を た ど る、

※コ ース 全 体が 急登 の連 続で す。

◆匡＝ ヨ （望岳台～美瑛富士往復／全７：００、 山６：３０）

宿 舎＝バ ス ０：！５＝望 岳 台～Ｏ：５５～雲 の 平 分 岐～１；００～ホ ン ピ 沢～１：５０～美 瑛 富 十～１：２０～ポ ン ピ沢～Ｏ：４０～

雲 の 平 分 岐～０：４５～望 岳 台＝バ ス ０：１５＝宿 舎

美 瑛 富士 は十 勝 岳連 峰の 中で は低 いが、 他 の峰々

の形と 違 って頂 上 が丸く、 富 士山の よう にみ
え るの

で こ の名 が つ い て い る。

望 岳台 か ら比較 的な だ らかな 道 を十 勝岳方 面に 進

み、 雲の 平 分岐
を片 へ十 勝岳 山腹 を回 り込 むと 雲ノ

平の お花 畑の 高 山柏物 が歓 迎 してく れ る。北 向 沢（勝

瑛 の滝 に出 る沢） の 鎖場 を越 えポ ン ピ沢 に出る、 二

こ か ら標 高 差２００ｍ の急 崖 を一気 に 登り美 瑛 岳の 肩

に 出る。 美 瑛岳 分岐 か らは ほと
ん ど等高 線上 を美 瑛

富 士分 岐ま で進 むが、 ガ レ場に 雪渓 が残 って いる の

で 陥没 に 注意 が必 要。 分岐 か らガ レ場 に咲く 花 を見

な が ら急斜 面 を登 ると、美 瑛富 士の広 い 頂上 であ る、

下 り は 同 じ道 を た どるし

２３



◆Ｅ…≡ ヨ （白 銀荘 ～ 三段山 住復 ／ 全４：３０、 山 ３：３０）

宿 舎＝バ ス Ｏ：３０＝白 銀 荘～２：００～三 段 山一！：３０～白 銀 荘＝バ ス Ｏ：３０＝宿 舎

三段 山 は十 勝岳 連峰 の大 展望 台で、 冬は中 腹 の
吹上 温泉 … 銀

荘を 根拠 地と でき る ので、
パ ウダー スノ ー を楽 しむス キ ーヤ ー

や ボ ー ダ ー の メ ッ カ と して も 親 し ま れ て い る。

コー ス は二つ あ るが、 今 回 は吹上 温 泉白 銀荘 から 往復 す る、

登 山口 は白 銀荘 の 正面 にあり、 初め は笹 の生 い茂 る ダラ
ダラ

の道 を進 み、 やが て斜 度が き っい 樹林 の中 を登 る。
三段 山 の北

西尾 根 を登 り視 界が 開け ると 眼前 に１」勝岳、 遠 く には旭 岳
方面

が見 渡せ る。 高 山植 物の 花を 楽 しみな が ら登っ て いく う ち に頂

上 に 着 く。

頂 上か ら の眺 めは 変化 に富 み、 足下 の 安政火 口 から立 ち 上が

る 上ホロ カメ ッ トク 山の 峨々 たる 岩壁 帯、 そ れ に続く 富良 野 居

の 堂々 と した姿、 富良野 盆 地の向 こ
う には芦別 岳、 夕 張岳 等 望

ま れる。 そ して や はり圧 巻 は十 勝居。 噴 煙
上 がる 前十 勝 岳か ら

伸 び 上 が っ て 頂 上 が す っ き り 立 っ て い る。

下 り は 同 じ道 を た どる
。

◆匝１≡１三≡１］（旭岳ゴンドラ～旭岳～間宮居～中岳温泉～旭岳ゴン ドラ／全９：３０、 山７：１０）

宿 舎＝バ ス １：ＯＯ＝旭 居 温 泉＝ ゴ ン ドラ ０：１０：姿 見 駅一０：２０～姿 見 の 池～２：００～旭 昏～１：００～間 宮 岳～０：２０～

中 岳 分 岐～０：５０～中 岳 温 泉～Ｏ：５０～裾 合 平～１：５０～姿 見 駅＝ ゴ ン ドラ Ｏ：１０＝旭 岳 温 泉＝バ ス １：ＯＯ＝宿 舎

旭岳 は北 海道 の最 高峰 で、 ５合 日 で は噴煙 を 吐き出 して いる 活火 山 であ る。 間
宮 林 蔵の名 を 冠 した問

宮 岳 は、 約 ３ 万年 前に層 雲 峡 を作っ た 大噴火 に

伴 う陥 没カ ル デラ であ るお 鉢 平を囲 むリ」々 の ひ

と つ で あ る。

ゴン ドラ 姿 見駅 を降 りた 一帯 の台 地 を旭 平と

言し＼ 旭 岳、 トム ラ ウ シｌ
ｌｌ、 十 勝 岳 連 峰 を 望 む

大 展 望台 で ある。 ７月 は高 山 植物 が 一斉に 花開

き 大 群落 をつく りカ ムイ ミ ン タラ （神々 の 来た

り て 遊ぶ 庭）と呼 ばれ るに相 応 しい 場所 で ある。

ここ か ら 姿見の 池の ある 丘 に立つ、「大雪山 愛

の 鐘」 の 搭 をＦ１が けて 進む。 姿見 の池 か ら観る

旭 岳 は雄 大そ の もので ある。

丘の 南側 に 避難 小屋 が有 るが 緊急 時 のみの 利

用 と なっ てい る。 丘が ５合 目 で旭 岳へ は姿 見の 池を 右へ 南 から巻 き 込み、 地 獄谷 の
南 側尾 根を 登る。 火

山 礫 の歩き づ らい 道が 頂 上ま で続く。 き っ い登 り である が６ 今目 半と ８合 目 近く にゆ る い所
が あり 格好

の 休 憩場 所と なっ てい る。 ９ 合目 のガ レ場 をす ぎる とニ セ命 庫岩 の ある 平ら な地 形で、 こ 二を 大きく
左

に 舳 がる と地 獄谷 に突 きＩ出 した四角 い 金庫岩 が ある。 頂 上 はす ぐ目 の前 で急 な砂 礫状 の道 を脊 る，

旭 岳頂 上は 晴れ てい れ ぱ３６０度 の 人パ ノラ マ を堪能 でき る、 問 宮岳 へ は頂 上か ら東 斜 面の下 に見 える

裏 旭 キャ ン プ指 定地の コ ルを 目が けて 下る が、 前 半は急 な砂 礫、 後 半は 雪渓 で どち らも 滑りや す いの で

一 ２４ 一



慎 重に 下る。 コル から 登り 返 した台 地上 を
プ１三に熊 ヶ岳 を 見なが ら進 む と、 正面 にお 鉢 平 （陥没カ ル

デラ）

の 縁 に 出、
左 折 して 間 宮 岳 頂 上 に 着 く。 ど 二 が 頂 上 か半

１」然 と し な い 台 地 を 進 み、 下
り き っ た と こ ろ が 中

岳 分岐 で二 こを 左 折して 裾 合平へ 下 る． 急な 岸 を降り たと 二 ろに 中岳 温
泉 （施 設 は無く 自 然の 露天 風呂）

が ある。 そ こか らお 花畑 の 木道 を進 み裾合 平で斤 折、 の ぼり 気昧に 旭 岳の裾 を トラ
バ ース して いく と ゴ

ン ドラ 駅舎 が見 える、 や が て道 はだ らだ らと したく だ りに なっ て夫 婦 沼の 手前 で遊歩
道 に合流 す る。 あ

と は 花 の 道 を 進 む と コ ー ス の 終 了 と な る。

※ 旭 岳か ら裏 旭へ の 下り は急な 雪 渓が 長く 続き ます。

◆［：： ヨ Ｏ１旦岳 ゴン ドラ～ 旭 岳往 復／ 全７１１０， ！Ｌ」５１１０）

宿 舎＝バ ス １：ＯＯ＝旭 岳 温 泉＝ゴ ン ドラ Ｏ：１０＝姿 見 駅～Ｏ：２０～姿 見 の 池～２：ＯＯ～旭 岳～２：３０～姿 見 駅＝ゴ ン

ドラ Ｏ：１０＝旭 岳 温 泉＝１：００＝宿 舎

旭 岳 頂 上 ま で の コ ー ス の 概 要 は 日 コ ー ス を 参 照こ

下 山は 来 た道 を 戻る 二と に な るが 足 場が 悪 いの で

充 分 注 意 して 欲 し い＝

◆［亘
（旭 岳 ゴ ン ドラ ～ 旭 平 ・ 姿 見σ）池 周 遊 ／ 令 ３＝５０、

山 １１５０）

宿 舎 ＿ ハ ス １００＝ 旭 岳 温 泉＝ コ ノ ト ラ ０ユＯ＝

姿 見 駅～Ｏ：５０ （遊 歩 道） ～姿 見 の 池～Ｏ：４０～姿 見

駅： ゴ ン ドラ ０：１０＝旭 岳 温 泉＝バ ス １：ＯＯ＝宿 舎

姿 見 の 池 ま で は Ｈ コ ー ス を 参 照．

大 小の 湖 沼が有 り、 特 に 最 上部の 沼は
旭 活がきれ

い に 映 る 事 か ら 姿 見 の 池 と 名 付 け ら れ て い るＩ
こ の 口二に は 遭 難 防 止 を 願 う

一
人 雪［Ｉ」愛 の 鐘。 が あ る 姿

見の池 上 部に は噴 気孔が あ り、 間近 ま で行 け活ん

㍍劣旭 平Ｊ
一
÷ ろ入 ㍗ ｌｊご㍍ニニ㌧が展望台が五つ

！ 汽 ㍍ 二
山の白然を満喫できるす舌まらしし暢

箏 ゆ一／／ 射 ／ので山１花の写真を撮１には
最 適 の コ ー ス で あ る、

２５
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第４７回全日本登山体育大会参加者名簿

都府 県 氏 名 性 所 属 コース 都府 県 氏 名 性 所 属 コース

青 森 扇 田 守 男 十 和 田山 岳会 Ｃ １ 宮 城 佐 藤 久雄 男 塩 釜山 岳 会 Ｂ ２

松 田 弘 男 十 和 田山 岳会 Ｃ１ 菊 地 道彦 男 宮 城 山の 会 Ｂ ２

平 野郁 太郎 男 十 和 田山 岳会 Ｃ １ 秋 田 高橋 守 男 県岳連 Ｆ

五 十嵐 千明 男 十 和目ヨ山 岳会 Ｃ １ 渡 部 博 男 県 岳連 Ｃ ２

吉目ヨ 勝利 男 十 和目ヨ山 岳会 Ｃ １ 加賀 谷 昭一 男 県 岳連 Ｃ ２

阿 部 勝美 男 十 和 田山 岳会 Ｃ ２ 藤 田 義朗 男 県 岳連 Ｃ ２

日ヨ原 茂 男 十 和 田山 岳会 Ｃ ２ 山 形 鈴 木 博 男 大江 山岳 会 Ｉ

大 田 篤 子 女 十 和 田 山岳会 Ｃ ２ 公 平 徹 男 大江 山岳 会 Ｉ

佐々 木 節 女 十 和 岡 山岳会 Ｃ ２ 工藤 幸 子 女 大江 山岳 会 Ｉ

鈴木きみ子 女 十和田山岳会 Ｃ３ 福 島 片山 春雄 男 白河山岳会 Ａ

山川 世喜 子 女 十和 閏 山岳会 Ｃ ３ 大 竹 朋 夫 男 白河 山岳 会 Ａ

志 田 チ コ 女 十和 田 山岳会 Ｃ ３ 菊 池 清 二 男 白河 山岳 会 Ａ

新井 由美 子 女 十和 田 山岳会 Ｃ ３ 西 牧 和 子 女 自河 山岳 会 Ａ

深堀 陽子 女 十和 因 山岳会 Ｃ ４ 藤 田ま さ 江 女 白河 山岳 会 Ａ

田 中 郁 子 女 十和 田 山岳会 Ｃ ４ 保 坂 昭 憲 男 こまく さ 山 岳会 Ｅ

工藤 洋 子 女 十和日ヨ山岳会 Ｃ ４ 保坂 サカ エ 女 こまく さ山 岳会 Ｅ

須日ヨ山悦 子 女 十和日ヨ山岳会 Ｃ ４ 茨 城 荒木 浩 二 男 水戸 山の 会 Ｃ２

梅日ヨ 慶子 女 十和 田 山岳 会 Ｃ ４ 柳 橋 鈴 子 女 守谷 山の 会 Ａ

服 部 一雄 男 み ちのく 山 岳会 Ｂ １ 小松 由 美 女 守谷 山 の会 Ａ

川 端 満 男 み ちのく 山岳会 Ｂ１ 山」１１ 政 子 女 守谷 山 の会 Ａ

岩 手 山 口 吉男 男 県 山 岳協会 Ｅ 矢作 榮 一 男 産総 研 山の 会 Ｂ１

角 掛喜美夫 男 県山岳協会 Ｅ 栃 木 手塚 福寿 男 宇都宮渓嶺会 Ｂ１

角 掛美智世 女 県山岳協会 Ｅ 手塚 明子 女 宇都宮渓嶺会 Ｂ１

阿 部 定志 男 県 山 岳協 会 Ｅ 坂 口 三郎 男 県 岳連 Ｃ２

佐々木八寿子 女 県 山 岳協 会 Ｃ １ 群 馬 小 林 次郎 男 県 岳連 参 与会 Ｊ

吉 田 ヒテ 女 県山 岳協 会 Ｃ １ 水 野金 太郎 男 沼 田 山岳会 Ｃ４

畠 山 征敏 男 県山 岳協 会 Ｃ １ 下荒磯しげ子 女 沼 田 山岳会 Ｃ４

熊 谷 恵久 子 女 県山 岳協 会 Ｃ １ 小 熊 幸 雄 男 沼日ヨ山岳会 Ｃ４

大 森 孝 子 女 県山 岳 協会 Ｆ 藤 巻 朝男 男 沼 田 山岳 会 Ｃ４

植 田 瑞 穂 男 県山 岳 協会 Ｅ 藤 巻 ひろ み 女 沼 田 山岳 会 Ｃ ４

武田 勝 栄 男 県山 岳 協会 Ｅ 中村 江津 子 女 沼日ヨ山岳 会 Ｃ ４

佐々 木 忠夫 男 県山 岳 協会 Ｅ 辻中 正 子 女 沼 田 山岳 会 Ｃ ４

中村 桂悦 男 県山岳協会 Ｅ 埼 玉 柳原 政一 男 小鹿野山岳会 Ｈ

小林きのえ 女 県山岳協会 Ｆ 加藤 忠司 男 小鹿野山岳会 Ｈ

宮 城 浅野 誠治 男 県 岳連 Ａ１ 今井 孝 江 女 小鹿 野 山岳会 Ｈ

佐藤 盛雄 男 仙台山想会 Ｊ 加藤 加豆 女 小鹿野山岳会 Ｈ

横 山 哲 男 塩 釜山 岳会 Ｂ２ 坂本 吉弘 男 小鹿 野 山岳 会 Ｈ

小 野寺 節 夫 男 塩 釜山 岳 会 Ｂ２ 坂本 蔵 子 女 小鹿 野 山岳 会 Ｈ

松 本 洋子 女 塩 釜 山岳 会 Ｂ ２ 大 野 賢一 男 奥 武蔵 ＷＶ Ｈ

柳下 明男 男 小鹿野山岳会 Ｊ

２９



第４７回全日本登山体育大会参加者名簿

都 府県 氏 名 性 所 属 コース 都府 県 氏 名 性 所 属 コース

干 葉 大 木 修 省 男 県岳 連Ｏ Ｂ会 Ｄ 富 山 沽 水 正彦 男 県岳連 Ｉ

重 久 淳 男 県岳連 Ｏ Ｂ会 Ｄ 森 修作 男 県岳連 Ｉ

金 澤 鉄 造 男 県 岳連Ｏ Ｂ会 Ｈ 菅 出 静子 女 県 岳連 Ｉ

野口 榮 一 男 県 岳連Ｏ Ｂ会 Ｈ 山 本 勝 昭 男 県岳連 Ｉ

山口 峰 雄 男 県 居連Ｏ Ｂ会 Ｈ 高 瀬 祐一一 男 県岳連 丁斗Ｆ

横元 明 男 県 岳連Ｏ Ｂ 会 Ｉ 石 川 村日ヨ 信 親 男 県山 岳協 会 Ｊ

吉野 弘 男 県 岳連Ｏ Ｂ会 Ｊ 村田 孝 子 女 県山岳 協会 Ｊ

野出 寛 男 県 岳連Ｏ Ｂ 会 Ｊ 山 梨 保 坂 照 行 男 南嶺会 Ｄ

東 京 石井 美音 子 女 都 岳連 Ｈ 長 野 佐野 隆司 男 伊那 山 の会 Ａ ２

中 里 紀子 女 都 岳連 Ｈ 唐 木 勉 男 伊那 山の 会 Ｊ

坂 ト 禾１」明 男 束 京山 倶楽 部 Ｈ 内藤 英 昭 男 伊那 山 の会 Ｊ

坂 上 弥生 女 東 京山 倶楽 部 Ｈ 静 岡 森 しげよ 女 清水 ハイ キ ン グ Ａ２

藤嵜 泰司 男 東 京山 倶楽 部 Ｈ 山本 主計 男 清水 ハイ キ ング Ｂ１

吉 崎四 」郎 男 都 岳連 Ｊ 榊 さ だ子 女 清水 ハイ キ ン グ Ｂ１

占崎 寛子 女 都 岳連 Ｊ 遠 藤 作一 男 清水 ハイ キン グ Ｉ

森 谷重 二朗 男 都 岳連 Ｊ 遠藤 と し子 女 清水 ハイ キ ン グ Ｊ

佐 藤 晃 旺 男 都 岳連 」 和日ヨて る子 女 清水 ハイ キン グ 」

山 本 春 雄 男 都 岳 連 Ｊ 浅 井 幸枝 女 清 水ハイ キン グ Ｊ

神 奈川 梅 澤 佳 子 女 横 浜 山岳 協 Ａ２ 岐 阜 高 倉 敦 男 川 重Ｏ Ｂ 山岳会 Ｃ２

美 野 昭 子 女 横 浜 山 岳 協 Ａ ２ ・・
．
白ｊ橋 正 美 男 川 重 Ｏ Ｂ 山 岳 会 Ｃ ２

園 出 誠 男 横 浜 山岳 協 Ａ ２ 長 谷川 充 男 川 重Ｏ Ｂ 山岳会 Ｃ ２

占良 丈子 女 横 浜 山岳 協 Ａ ２ 愛 知 井」二 順 章 男 三 菱重 工名 誘 Ａ １

冨 山 本郷 潤 」 男 県岳 連 Ａ ／ 竹 本 勝 男 三 菱重 工名 誘 Ａ １

永山 義 春 男 県 岳連 Ａ １ 前出 政貝■」 男 三菱重工業名 古屋 Ｂ １

前Ｆ日 充 一 男 県岳 連 Ａ ！ 金 出 博秋 男 三 河ク ラ ブ Ｄ

谷村 正貝１」 男 県 岳連 Ｃ １ 鈴 木 道 子 女 三 河ク ラ ブ Ｄ

藪中 進 男 県 岳連 Ｃ １ 加 藤 佳 子 女 三河ク ラ プ Ｄ

村上 直 樹 男 県岳 連 Ｃ １ 矢所 安 子 女 三河ク ラ ブ Ｄ

松本 睦男 男 県 岳連 Ｃ ！ 中山と も こ 女 三河ク ラ ブ Ｄ

水．トニ 成 雄 男 県 岳連 Ｃ ！ 三 重 西村 力 男 松阪 山 岳会 Ａ ２

山出 毅 男 県 岳連 Ｃ １ 中林 吉美 女 松阪 山岳 会 Ａ ２

東森 博 男 県 岳連 Ｃ ！ 山本 栄一」 男 松阪 山岳 会 Ａ ２

野崎 裕 一 男 県 岳連 Ｈ 山本 美津 子 女 松阪 山 監会 Ａ２

野崎 良子 女 県 岳連 Ｈ 丹羽 泰 彦 男 鈴鹿 山岳 会 Ｂ １

山日ヨ 信明 男 県 岳連 Ｈ 米倉 哲 男 鈴鹿 山 岳会 Ｂ １

山日ヨ 妙 子 女 県 岳連 Ｈ 米倉ク ニエ 女 鈴鹿 山 岳会 Ｂ １

中島 雅 夫 男 県 岳連 Ｈ 小野 肇 男 鈴鹿 山 岳会 Ｂ １

中 島小 夜子 女 県 岳連 Ｈ 小野 美 春 女 鈴鹿 山 岳会 Ｂ ｌ

３０



第４７回全口本登山体育大会参加者名簿

都 府県 氏 名 性 所 属 コース 都府 県 氏 名 性 所 属 コ」ス

三 重 浜 岡 隆雄 男 鈴鹿 山岳会 Ｂ ２ 兵 庫 牧野 博 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｂ １

河 辺 博 治 男 鈴 鹿 山 岳 会 Ｂ ２ 秋日ヨ 正 之 男 神戸ヒヨコ登山会神 Ｃ ４

神 谷 卓 芳 男 鈴 鹿 山 岳 会 Ｂ ２ 山 内 正 明 男 戸ヒヨコ登■」」会 Ｃ ４

大 図 の り 女 鈴 鹿 山 岳 会 Ｂ ２ 乾 辰 雄 男 神戸ヒヨコ 登山会 Ｃ ４

浜 岡 ヒ ロ 子 女 鈴 鹿 山 岳 会 Ｂ ２ 小 西 美 津 子 女 神戸ヒヨコ瞥山会 Ｃ ４

二瓶 芳子 女 松 阪山 岳会 Ｆ 栗 原 京 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ３

滋 賀 清水 昭男 男 県岳 連 Ｃ ３ 河 崎 妙 子 女 神戸ヒヨコ佳山会 Ｃ ３

吉岡 清光 男 県 岳連 Ｃ ３ 川 崎 章 男 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ３

林 健 司 男 県 岳 連 Ｃ ３ 伊 勢 マ ス 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ３

今 井 康 太 郎 男 県 岳 連 Ｃ ３ 酢 屋 瑛 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ２

京 都 長谷 川松 治 男 京都 峯 友会 Ｊ 古久保 正 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ２

大 阪 久保 田博 巳 男 やま ゆき 会 Ａ １ 漁 野 笑 子 女 榊戸ヒヨコ登山会 Ｃ ２

坂 下 幸」 男 やま ゆき 会 Ａ １ 金本 良 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ２

坂 下 悦 子 女 や ま ゆ き 会 Ａ ユ 漁 野 ヒ デ 子 女 神 戸ヒヨコ登山会 Ｃ ２

磯 野 政司 男 や ま ゆき 会 Ａ １ 近藤加 代 子 女 ウェスタンクラプ Ｃ １

金 山 チ ヨ 子 女 や ま ゆ き 会 Ａ １ 井 上 千 代 女 ウエスタンクラプ Ｃ １

井 上 安夫 男 やま ゆき会 Ｃ ３ 田中 和 夫 男 県岳 連 Ｃ １

中 村 彰 利 男 や ま ゆ き 会 Ｃ ３ 出 中 節 子 女 Ｒ・Ｏ・Ｃ Ｃ １

疋 出 正 紀 男 や ま ゆ き 会 Ｃ ３ 取 田 伊 勢 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ ！

吉 出 慎 平 男 や ま ゆ き 会 Ｃ ３ 木 澤 恭 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ １

松 井 淳 子 女 や ま ゆ き 会 Ｃ ３ 古田 康 雄 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｃ １

松 村 文子 女 や ま ゆき 会 Ｄ 三宅 久雄 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｅ

浜崎 邦男 男 や ま ゆき 会 Ｉ 福 家三 根男 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｆ

浜崎 清 美 女 や ま ゆき 会 Ｉ 中 島 龍 男 県 岳連 Ｇ

大 谷 榮 子 女 や ま ゆ き 会 Ｊ 高 田 實 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

田 中 和 子 女 や ま ゆ き 会 」 流 正 弓 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

松 矢 廣 子 女 や ま ゆ き 会 Ｊ 森 崎 洋 男 神戸ヒヨコ 登山会 Ｇ

平松 純 子 女 やま ゆ き会 Ｊ 永井 利 昭 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

諸橋 久子 女 や まゆ き 会 Ｊ 流 イ ク 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

兵 庫 吉野 宏 男 県岳連 Ａ２ 森 崎 慶 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

奥 武志 男 県 岳 連 Ａ２ 金 野尾正 精 男 神戸ヒヨコ登山会 Ｇ

三 宅 正 幸 男 神戸ヒヨコ登１⊥」会 Ａ ２ 切 東 信 子 女 神 戸ヒ ヨコ 登山会 Ｇ

北 西 正 則 男 神戸ヒヨコ登山会 Ａ ２ 中 藤 啓 子 女 神 戸ヒ ヨコ 登山会 Ｇ

石 田 順 久 男 神戸ヒヨコ登山会 Ａ ２ 大 城 邦 子 女 神 戸ヒ ヨコ登山会 Ｇ

清 出 国 彦 男 神戸ヒヨコ登ＬＬ１会 Ａ ２ 瀧 本 し づ 子 女 神戸ヒ ヨコ登山会 Ｇ

筒 井 は る 江 女 神戸 ヒヨ コ登口」会 Ｂ １ 奈 良 中 井 弘 男 奈 良 岳 志 会 Ｂ １

若 井 泰子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｂ１ 吉村 忠 明 男 奈良 居志 会 Ｂ ２

藤 井 良 子 女 神戸ヒヨコ登山会 Ｂ １ 乾 義 明 男 奈 良 居 志 会 Ｂ ２

３１
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都 府 県 氏 名 性 所 属 コース 都 府 県 氏 名 性 所 属 コース

奈 良 吉岡 明 美 女 奈 良岳 志会 奈良 Ｂ ２ 山 口 宮 重 新次 男 ハイ キン グ山 歩 Ａ ２

松尾 直 之助 男 岳 志会 Ｂ２ 新 谷 耕造 男 ハイ キン グ山 歩 Ａ ２

村岡 暁 男 奈 良岳 志 会 Ｂ２ 岡 田美矢口子 女 ハイ キ ン グ山 歩 Ａ ２

島 根 内 谷小 夜子 女 松 江 山の 会 Ｃ ２ 岡 研 一 男 ハイ キ ング山 歩 Ａ２

岡 村 一郎 男 松 江山 の 会 Ｃ ２ 阿 部 貢 男 山 口 山 岳会 Ａ２

岡 本 勝也 男 松 江山 の 会 Ｃ ２ 山 ド 富 雄 男 山 口 山 岳会 Ａ ２

岡 本 文雄 男 松 江 山の 会 Ｃ ２ 奥 園 和 子 女 山口 山 岳会 Ａ２

小 泉 敦 代 女 松 江 山の 会 Ｃ ２ 阿 部 智 安 男 山口 山 岳会 Ａ２

坂 木 美 恵 女 松江 山の 会 Ｃ ３ 阿 部 善 治 男 ハイ キ ン グ山 歩 Ｂ１

中 村 シ ズエ 女 松 江 山の 会 Ｃ ３ 阿 部 静 江 女 ハイ キ ン グ山 歩 Ｂ １

村 松 通宏 男 松江 山の 会 Ｃ ３ 尾 原 浩 子 女 ハイ キ ン グ山 歩 Ｂ １

山 本 晴 光 男 松江 山の 会 Ｃ ３ 日ヨ中 守 男 山口 山 岳会 Ｂ２

吉野 史子 女 松江 山の 会 Ｃ ３ 出中 美智 子 女 山口 山 岳会 Ｂ２

野 津 治 男 松江 山の 会 Ｃ ３ 幾旧 幸 一 男 山口 山 岳会 Ｂ２

竹 出美 代 子 女 浜閏 山の 会 Ｈ 幾 出 喜久 代 女 山口 山 岳会 Ｂ ２

河 野 春 江 女 浜出 山の 会 Ｈ 伊 藤 隆 文 男 下関 山 岳会 Ｄ

川神 真 由美 女 浜日ヨ山の 会 Ｈ 江 頭 徳 治 男 下関 山 岳会 Ｄ

松 本 則 子 女 浜出 山の 会 Ｈ 宮 元 勝 男 下関 山 岳会 Ｄ

岡 山 船 越 仁 男 みっがしわ山の会 Ｃ４ 中 村 節子 女 下関 山岳 会 Ｄ

山 口 雅 照 男 みつがしわ１』」の会 Ｃ ４ 中 川 孝 男 下 関 山 岳 会 Ｄ

法 必 」 ’、
一 みつがしわ山の会 Ｃ ４ 早 川 南 図 子 女 下 関 山 岳 会 Ｄ

／」１
’ノ ■一’、ノ、

女 み つ が し わ［１」の 会 Ｃ ４ 岡 本 博 之 男 下 関 山 岳 会 Ｄ

’赤 木 貴 久 子 女 みつがしわ山の会 Ｃ ４ 岸 閉 美 智 子 女 下 関 山 岳 会 Ｄ

吟 川 ツ ヤ子 女 玉 野ミ ネル バ Ｆ 岡 邊 清 男 ハイ キン グ山 歩 Ｄ
’谷 口 洋 子 女 玉 野 ミ ネ ル バ Ｆ 岡 塩 チ ョ 女 ハ イ キ ン グロ」歩 Ｄ

’中務 恭子 女 玉野 ミ ネル バ Ｆ 小 林 弘之 男 山口 山 岳会 Ｄ

個 木 宏子 女 玉野 ミ ネル バ Ｉ 徳 島 中．島 修 男 鳴 門岳 友会 Ａ ２

岡^ 本 忠良 男 玉野 ミ ネルバ Ｉ 粟 出 ヒロ 子 女 鳴門 岳友会 Ａ ２

山 口 藤 田 美 恵 女 下関 山岳 会 Ａ １ 野 口 愛 子 女 鳴門 岳 友会 Ａ２

山 崎 近 史 男 下関 山 岳会 Ａ １ 緒 方 啓 治 男 鳴門 岳友 会 Ｆ

ヒ重 一枝 女 ハイ キ ング山 歩 Ａ １ 大 西 君 代 女 鳴門 岳友 会 Ｆ

池 印 静恵 女 ハイ キ ング山 歩 Ａ １ 桝 井 直 代 女 鳴門 岳友 会 Ｆ

新 谷 政 子 女 ハ イ キ ン グ 山 歩 Ａ ！ 香 川 福 栄 教 人 男 高松市役所１」」岳ＳＣ Ｂ ２

水本 昭治 男 ハイ キ ン グ山歩 Ａユ 石原 兄嗣 男 高松市役所山居ＳＣ Ｂ ２

大平 清美 女 ハイ キ ン グ山歩 Ａユ 大 宅 秀美 女 高 松山 の会 Ｃ ２

占出 昌 史 女 ハイ キ ン グ山歩 Ａ １ 柴 崎 光子 女 小 豆島 山の 会 Ｈ

坂野 卓 史 男 ハイ キ ン グ山 歩 Ａ ２ 大谷 孝子 女 小 豆島 山の 会 Ｈ

古日ヨ 慶 子 男 ハイ キ ン グ山 歩 Ａ ２ 片岡 多恵 子 女 小 豆島 山の 会 Ｈ

３２



第４７回全日本登山体育大会参加者名簿

都府 県 氏 名 性 所 属 コース 都 府 県 氏 名 性 所 属 コース

香 川 高 橋真矢口代 女 小豆 島山 の会 Ｉ 人 分 後 藤 利雄 男 県高校腎山研究会 Ａ １

愛 媛 青 木 ＴＦ樹 男 県 岳連 Ｃ１ 小 埜 信代 女 大 分り ょ うぜ ん Ａ １

西１Ｈ 六助 男 県 岳連 Ｃ１ 田尻 好子 女 中 津山 岳会 Ａ １

竹 内 英 世 男 県 岳連 Ｃ１ 首 藤 宏史 男 県高校埜｛研究会 Ｂ １

山内 淳 男 県 岳連 Ｃ１ 波日ヨ野英 哲 男 大分 ナ ー ゲル Ｂ１

小 野寺 久 男 県 岳連 Ｃ１ 嬢川 内 久司 男 日出 山 岳会 Ｂ１

久保 國隆 男 県 居連 Ｃ ２ 石神 美智 子 女 大分 りょ うぜ ん Ｂ２

秋川 八重 子 女 県 岳連 Ｃ ２ 衛本 秀 允 男 大分 りょ うぜ ん Ｂ２

武矢□ 秀 子 女 県 岳連 Ｃ ２ 衛 藤 敬 藏 男 緒方 山 岳会 Ｂ ２

重見 佳多 枝 女 県 岳連 Ｃ ２ 平井 寿 広 男 緒方 山 居会 Ｂ２

柳 原 豊 子 女 県岳 連 Ｃ ２ 城 内 泰 司 男 日出 山 岳会 Ｅ

重 松 文 剛 男 Ｒ
．
Ｓ
． Ｃ．

Ｇ Ｃ ３ 江 村 加 代 子 女 日 出 山 岳 会 Ｅ

青 野 信 子 女 Ｒ．
Ｓ
． Ｃ． Ｇ Ｃ ３ 杉日ヨ 和 子 女 目 出 山 岳 会 Ｅ

桧 垣 セ ツ 子 女 Ｒ
．
Ｓ
． Ｃ．

Ｇ Ｃ ３ 神 因 豊 徳 男 三 重 山 岳会 Ｅ

倉 橋 町 子 女 Ｒ．
Ｓ
． Ｃ．

Ｇ Ｃ ３ 小 倉 真 理 女 中 津 山 岳 会 Ｅ

草 木 原 ヤ エ 女 Ｒ． Ｓ， Ｃ． Ｇ Ｆ 三 浦 敬 志 男 日 出 山 岳会 Ｉ

高 知 出中 稔 男 中村 山 の会 Ａ ２ 宮 崎 久 永 博之 男 県高 体連 Ｄ

伊 達 幸 雄 男 中村 山の 会 Ａ ２ 渡辺 良和 男 県 高 体連 Ｄ

麻出 正 博 男 四季 岳 友会 Ｆ 清 水 弘 子 女 県高 体連 Ｄ

米 Ｈ 藤 子 女 中村 山の 会 Ｈ 甲 斐 ・範 男 県 高 体連 Ｄ

一右城 シヅ子 女 中村 山 の会 Ｈ 椋 田 裕子 女 都 城 山岳 会 Ｈ

浜旧 勝 子 女 中村 山 の会 Ｈ 鹿 児 島 山 口 勝久 男 鹿 児 島山 岳会 Ｂ １

上岡 功 男 中村 山 の会 Ｈ

上岡 末 実 女 中村 山 の会 Ｈ

川村 典子 女 中村 山 の会 Ｈ 日日中 文 男 男 （杜）日 本山岳 協会

福 岡 園川 陽造 男 九国大山岳部ＯＢ会 Ｃ ４ 大 森 薫 雄 男 （杜）日本 山岳 協会

瀧口 文三 男 えＬ国大山岳部ＯＢ会 Ｃ ４ 内 藤 順 造 男 （杜）Ｈ 本山岳 協会

村 上 隆啓 男 九１目大山岳部ＯＢ会 Ｃ ４ 仙 石 寓 英 男 （杜）Ｈ本 山岳 協会

小川 由 夫 男 九国大山岳剖０Ｂ会 Ｃ ４ 本 木 聡 子 女 （杜）日 本山岳 協 会

大道 千鶴 女 」Ｌ国大μ」岳部ＯＢ会 Ｃ ４ 牧野 龍 峰 男 （杜）日 本山岳 協会

河 ト 記代 女 九国大山岳郁０Ｂ会 Ｃ ４ 若月 東見 男 （社）目 本山岳 協 会

木 村富 十子 女 九国大山岳部ＯＢ会 Ｃ ４ 山本 久 子 女 （杜）Ｈ 本山岳 協 会

戸 高 和 義 男 新 日鉄 八幡 Ｅ 阿地 政 美 男 北海 道 山岳連 盟

上 出 繁 男 新 日鉄 八 幡 Ｅ 藤日ヨ 理 男 北海 道 山岳連 盟

水□ 利 江 女 新 日鉄 八１幡 Ｅ 西 信 博 男 北海 道 山岳連 盟

長 崎 浦 山 弘 男 諌早山 岳 会 Ｄ 澤 田 清美 男 北海 道■口岳連 盟
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北海道大会

μ

浪

ヒトと地 球 のインターフェイス

Ｋ．后：目則ヅ

養轟鵜

Ｌｉｆｅ Ｗｉ†ｈ ＧＲＥＥＮ
すべてのアウトドアスポーツに対応できる提案型ショップとしてさらなる違化を目指していきます。

山や日然はもちろん、身近なアウトドアシーンなど 様々 な秦しみ方をご提案。

琵 豊かな暮ら〕こ皆様をナビゲートしていきます。

霧κ 臓 ス売ψ札幌店
山 と ス キ ー の 専 門 店 〒０６か００１１札幌市中央区北１１条西１５丁目２９－３
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（０１１）７１１・７１０６

（０１１）７３１・１４５６
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７ タヅクシリ＿ズ ｗτ〃 α（

リアルな地形描写と詳細な情報。山岳地図の最高傑作です。
「
＝
山 缶 地 図

１ 卸 、醐

曲・

長期にわたる実 踏調 査で収集した 情報をもとに編 集。

段彩・立 体ボカシによるリアルな表 現が、ヤマヘ の憧れを強くする本格
的な登山 用地図です。

詳細 情報 満載のコースガイドブック付き。

アタック大 雪 山（抜 粋）

定価：１
，
０００円～１，

２００円
（本 体９５２＋ 消 費 税４８円） く本 体１，１４３＋ 消 費 税５７円）

“
大雪山
■ 定 価 １１，０００円（

本 体９５２円 十 消 費 税４８円）

利 尻 山・礼 文 岳１２枚帽）

■ 定 価 ：１
，
２００円（本 体１

，
１４３円 十 消 費 税５７円）

十暁岳連竈
■ 定 価 １１

，
０００円（本 体９５２円 十 消 費 税４８円）

トムラウシ山

■ 定 価 ：１，
ＯＯＯ円（本 体９５２円 十 消 費 税４８円）

知床連蜂
■ 定 価 ：１

，
ＯｏＯ円（本 体９５２円 十 消 費 税４８円）

札 焼・ 支 笏 周 辺 の 山 。Ｏ０５年目月 雛 予定

■ 定 価 ：１
，
２００円（本 体１

，
１４３円 十 消 費 税５７円）

ニセコ 違峰

■ 定 価 １１
，
０００円 （本 体９５２円 十 消 費 税４８円）

羊蹄山
□ 定 価 １１．ＯＯＯ円

（本 体９５２円 十 消 費 税４８円〕

ご購 入・お問い合 わせは

⑦ 北掴運胆図株式含社

■出版事 業部

〒０７０－８０７ｒ 北 海 道 旭 川 市 台 場１条２丁 目ｒ番６号

ＴＥＬ Ｏ「６６－６２－６００４

■ ホ ー ム ペ ‘ ジ 、 ｍＰ；〃 Ｗ Ｗ Ｗ．Ｉ１Ｃ６．ＣＯｊ，’

■Ｅ・メー ル ｐ 山１ｉ軌 酬 ｃｃ．６ｏ 巾

○ お 電言舌やファクスで のお 問 い 合わせ はこちらまで

０，１ ２０－６ ２５－５３１

０１２０－９９９－６６０

● 楽 天 市 場 にも出 店しています。

楽⑭天 帥”…㎜ 汕“帆 肌巾’６ω皿
※商品の 価格には 送料は含 まれていません。

３６ 一


